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け
た
。
熱
い
と
い
え
ば
ス
タ
ミ
ナ

だ
、
ス
タ
ミ
ナ
と
い
え
ば
鰻
と
い

う
と
こ
ろ
か
▼
「
土
用
の
丑
の
日

の
鰻
」
と
い
う
風
習
は
江
戸
時
代

に
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
平
賀
源
内

が
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
鰻
屋
の

た
め
に
仕
掛
け
た
と
か
。
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

関
係
か
。
本
来
鰻
が
旨
い
の
は
脂

の
の
っ
た
10
月
か
ら
12
月
頃
と
さ

れ
る
が
、
ご
馳
走
に
乏
し
か
っ
た

頃
で
は
仕
方
な
い
か
▼
鰻
は
12
種

い
る
が
、「
日
本
鰻
」
と
「
国
産

鰻
」
と
は
違
う
そ
う
だ
。「
国

産
」
は
日
本
で
養
殖
さ
れ
た
時
間

が
長
い
鰻
。「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
」

は
個
別
種
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
近
辺

で
産
卵
す
る
と
い
わ
れ
る
。
ど
ち

ら
も
産
卵
か
ら
管
理
さ
れ
る
も
の

で
な
く
、
す
べ
て
天
然
資
源
だ
▼

全
国
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
鰻
の
約

４
割
が
ア
メ
リ
カ
ウ
ナ
ギ
（
種
）

と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
結
果
が
あ

る
。
稚
魚
が
高
価
な
た
め
密
漁
の

増
加
や
マ
フ
ィ
ア
の
資
金
源
に
も

な
っ
て
い
る
た
め
と
か
▼
い
ず
れ

に
せ
よ
国
際
自
然
保
護
連
合
に
よ

り
絶
滅
危
惧
種
に
分
類
さ
れ
、
Ｅ

Ｕ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
追
加
を
提

案
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
成
魚

・
稚
魚
だ
け
で
な
く
加
工
品
も
規

制
対
象
に
な
る
▼
話
は
変
わ
る

が
、
花
形
の
研
究
分
野
の
一
つ
と

し
て
「
宇
宙
」
が
あ
る
。
様
々
な

探
査
機
、
月
面
着
陸
等
々
、
さ
ら

に
軍
事
力
の
分
野
で
も
力
が
入

り
、
自
衛
隊
も
陸
・
海
・
空
に
と

ど
ま
ら
ず
宇
宙
ま
で
想
定
す
る
。

一
方
、
鰻
の
産
卵
場
所
の
研
究
は

ど
う
か
？　

現
代
の
技
術
力
か
ら

す
れ
ば
そ
う
難
問
で
も
な
さ
そ
う

で
産
卵
か
ら
管
理
で
き
れ
ば
完
全

養
殖
は
可
能
な
は
ず
だ
。
今
夜
も

蒸
し
暑
い
、
腹
が
減
る 

（
無
）

　

今
年
は
６
月
よ
り

猛
暑
、
熱
帯
夜
。
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
梅
雨
、

し
か
も
20
日
余
り
の

記
録
的
短
期
間
で
空

２０２５年(令和７年)７月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１０７号（１）

2107
2025年 7月15日

骨太の方針に盛り込まれた文言 政府の狙い

減税政策よりも賃上げ政策こそが成
長戦略の要

消費税減税の否定（医療機関の
控除対象外消費税の解消を否定）

OTC類似薬の保険給付の在り方の
見直し 保険給付範囲の縮小＆患者負担増

地域フォーミュラリの全国展開 医師の処方権を制限
新たな地域医療構想に向けた病床削
減 病床削減

現役世代に負担が偏りがちな構造の
見直し 高齢者の窓口負担増

リフィル処方箋の普及・定着 長期処方を助長し患者の医療機
関受診を減らす

保険外併用療養費制度の対象範囲の
拡大

保険給付範囲の縮小＆混合診療
全面解禁への道を開く

保険外診療部分を広くカバー…（す
る）民間保険の開発を促す

保険給付範囲を縮小し、保険会
社にビジネスチャンスを与える

医療DXの基盤であるマイナ保険証
の利用を促進

医療機関の負担増全国医療情報プラットフォームを構
築し、電子カルテ情報共有サービス
の普及や電子処方箋の利用拡大

医師の地域間・診療科間の偏在への
対応については、経済的インセン
ティブや規制的な手法…を順次実施

一部地域では診療報酬の単価引
き下げも

2027年度以降の医学部定員の適正
化を進める 医師数を抑制

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

特集　参議院選挙　候補者インタビュー② ２面

８面研
面
究 保険診療のてびき
「最新の糖尿病治療戦略」

第57回総会　詳報 ６～７面

政
策
解
説

「骨太の方針2025」 協会政策部

医療費４兆円削減を具体化
イ
ン
フ
レ
で
生
活
ひ
っ
迫
で
も

消
費
税
減
税
を
回
避

　

「
骨
太
の
方
針
」
の
「
第
１
章 

マ
ク
ロ
経
済
運
営
の
基
本
的
考
え

方
」
は
、
賃
上
げ
と
経
済
成
長
を

誇
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
円
安
に

よ
る
輸
出
競
争
力
の
改
善
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
、
人
口
減
に
起

因
す
る
慢
性
的
な
人
手
不
足
か
ら

く
る
賃
上
げ
圧
力
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
の
イ

社
会
保
障
費
抑
制
を
継
続

　

社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て
は
、

「
新
自
由
主
義
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
と
あ
い
ま
っ
て
世
界
経

済
の
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
た
一

方
で
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
…
な

ど
、
市
場
原
理
に
基
づ
く
解
決
を

期
待
す
る
こ
と
が
困
難
な
問
題
を

顕
在
化
さ
せ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
」「
国
民
の
不
安
を
取
り
除

き
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実

現
す
る
た
め
、
…
様
々
な
家
計
の

実
態
を
踏
ま
え
た
所
得
再
分
配
機

能
の
強
化
や
格
差
の
是
正
、
…
将

来
へ
の
不
安
の
解
消
に
取
り
組

む
」
と
こ
れ
ま
で
の
新
自
由
主
義

的
政
策
の
誤
り
を
一
部
認
め
、
所

得
再
分
配
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

言
及
し
て
は
い
る
も
の
の
、「
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
改
革
を
継
続
」「
歳

出
改
革
を
通
じ
た
保
険
料
負
担
の

抑
制
努
力
も
継
続
」
と
の
文
言
が

散
見
さ
れ
、
社
会
保
障
費
抑
制
政

策
を
転
換
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

実
際
、
医
療
分
野
で
は
、
医
療

ン
フ
レ
を
招
き
、
国
民
の
暮
ら
し

を
ひ
っ
迫
さ
せ
て
い
る
。

　

国
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
求

め
ら
れ
て
い
る
消
費
税
減
税
に
つ

い
て
は
、「
減
税
政
策
よ
り
も
賃

上
げ
政
策
こ
そ
が
成
長
戦
略
の
要

と
い
う
基
本
的
考
え
方
の
下
、
既

に
講
じ
た
減
税
政
策
に
加
え
て
、

こ
れ
か
ら
実
現
す
る
賃
上
げ
に
よ

っ
て
更
に
手
取
り
が
増
え
る
よ
う

に
す
る
」
と
、
消
費
税
減
税
の
世

論
を
抑
え
込
も
う
と
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
４
月
か
ら
６
月
末
ま

で
「
春
の
組
織
強
化
・
共
済
普
及

月
間
」
に
取
り
組
み
、
３
カ
月
間

で
１
３
２
人
の
入
会
者
を
迎
え
実

増
24
人
と
な
り
、
会
員
数
は
過
去

最
高
の
７
７
５
４
人
に
達
し
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
、
入

会
の
お
声
か
け
や
紹
介
状
等
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

月
間
中
は
、「
保
険
請
求
事
務

講
習
会
」
や
「
勤
務
医
の
た
め
の

開
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー
」「
新
規
開

業
医
研
究
会
」
を
は
じ
め
、
協
会

の
専
門
部
・
支
部
が
開
催
す
る
研

究
会
を
広
く
案
内
し
ま
し
た
。
新

規
開
業
医
を
中
心
と
し
た
訪
問
活

動
で
は
、
保
険
請
求
対
策
や
審
査

・
指
導
相
談
、
税
務
・
労
務
、
各

種
補
助
金
申
請
な
ど
、「
Ｆ
Ａ
Ｘ

ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
兵
庫
保
険
医
新

聞
」
で
の
情
報
も
紹
介
し
な
が

ら
、
協
会
の
日
常
相
談
活
動
の
魅

力
を
訴
え
ま
し
た
。

　

「
休
業
保
障
制
度
」
や
「
保
険

医
年
金
」「
デ
フ
エ
ル
」、「
グ
ル

ー
プ
保
険
」
や
損
害
保
険
な
ど
、

先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
見
合
う
優
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
す
る
各
種
共
済
制
度
の
普

及
に
も
、
会
員
拡
大
と
一
体
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
幅
広
く
充
実
し
た
協

会
事
業
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
、

多
く
の
入
会
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

勤
務
医
の
入
会
対
策
で
は
、
会

員
の
皆
様
か
ら
ご
子
息
・
ご
息
女

や
お
知
り
合
い
の
勤
務
医
に
、
共

済
制
度
を
紹
介
い
た
だ
き
、
多
数

の
入
会
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
加
古
川
中
央
市

民
病
院
や
公
立
豊
岡
病
院
の
協
力

を
得
て
「
勤
務
医
の
た
め
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
ほ
か
、
７
月
に
も
神
戸
市
立
医

療
セ
ン
タ
ー
西
市
民
病
院
で
同
セ

ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
頼
り
に
な
り
役
に

立
つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
の
活
動
を
実
践
し
、
診
療
報

酬
抜
本
改
善
や
窓
口
負
担
軽
減
な

ど
、
患
者
・
住
民
と
力
を
あ
わ
せ

て
医
療
改
善
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
同
時
に
、
兵
庫
県
保

険
医
協
会
の
知
名
度
を
さ
ら
に
上

げ
る
べ
く
邁
進
す
る
所
存
で
す
の

で
、
引
き
続
き
先
生
方
の
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

費
を
４
兆
円
削
減
す
る
大
方
針
の

下
で
具
体
的
な
改
悪
案
が
盛
り
込

ま
れ
た
（
図
１
）。
こ
れ
ま
で
以

上
の
低
医
療
費
政
策
が
実
施
さ
れ

る
可
能
性
が
高
く
、
国
民
の
命
と

健
康
を
危
機
に
さ
ら
す
も
の
で
あ

る
。

　

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、「
経
営
の
安
定
や
現
場
で
働

く
幅
広
い
職
種
の
方
々
の
賃
上
げ

に
確
実
に
つ
な
が
る
よ
う
、
的
確

な
対
応
を
行
う
」
と
し
て
い
る

が
、
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
で

な
く
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

よ
う
に
、
一
部
の
医
療
従
事
者
の

み
の
賃
上
げ
を
促
進
す
る
だ
け
で

は
、
地
域
か
ら
医
療
機
関
を
撤
退

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

「
経
営
の
安
定
」
に
向
け
て
基
本

診
療
料
の
大
幅
引
き
上
げ
こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

医
療
Ｄ
Ｘ
政
策
と

マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
行

　

医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
「
医
療

Ｄ
Ｘ
の
基
盤
で
あ
る
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
を
促
進
」
や
「
全
国
医

療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
し
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ

ー
ビ
ス
の
普
及
や
電
子
処
方
箋
の

利
用
拡
大
」
に
言
及
し
て
い
る
。

す
で
に
様
々
な
問
題
が
起
き
、
一

部
の
自
治
体
で
は
、
国
保
加
入
者

全
員
に
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る

事
態
に
ま
で
な
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
に
執
着
し
て
、
国

民
、
患
者
の
受
療
権
の
侵
害
を
さ

ら
に
続
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
医
療
機
関
に
は
専
用

機
器
や
回
線
整
備
の
初
期
費
用
、

運
用
・
保
守
の
継
続
的
な
費
用
負

担
が
発
生
し
て
い
る
。
医
療
機
関

に
具
体
的
な
補
助
等
も
な
く
医
療

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
こ
と
は
、
医
療
機

関
経
営
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
る
も

の
で
あ
る
。

開
業
規
制
や

医
学
部
定
員「
適
正
化
」

　

医
師
不
足
、
医
師
の
偏
在
に
つ

い
て
は
、
規
制
的
な
手
法
に
ま
で

言
及
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
開
業
規
制
や
一
点
単
価
の
引

き
下
げ
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ば

か
り
か
、「
２
０
２
７
年
度
以
降

の
医
学
部
定
員
の
適
正
化
を
進
め

る
」
と
し
て
お
り
、
医
学
部
定
員

の
削
減
も
示
唆
し
て
い
る
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
、
他
の
先

進
国
レ
ベ
ル
の
人
口
当
た
り
医
師

数
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

歯
科
分
野
に
お
け
る

前
進
と
今
後
の
課
題

　

歯
科
分
野
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
骨
太
の
方
針
と
比
べ
、「
糖
尿

病
と
歯
周
病
と
の
関
係
な
ど
全
身

の
健
康
と
口
腔
の
健
康
に
関
す
る

エ
ビ
デ
ン
ス
の
活
用
」「
歯
科
技

工
所
の
質
の
担
保
」「
歯
科
医
師

の
不
足
す
る
地
域
の
分
析
等
を
含

め
た
適
切
な
配
置
の
検
討
を
含
む

歯
科
保
健
医
療
提
供
体
制
構
築
の

推
進
・
強
化
」
と
い
う
文
言
が
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
は
協
会
・
保
団
連
の
運
動

の
成
果
で
あ
り
、
具
体
化
が
望
ま

れ
る
。

 

（
３
面
に
つ
づ
く
）

　

政
府
は
６
月
13
日
、
政
審
の
方
向
性
や
政
策
を
示
す
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
５
〜
『
今
日
よ
り
明
日
は
よ
く
な

る
』
と
実
感
で
き
る
社
会
へ
〜
」、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
を

閣
議
決
定
し
た
。
多
く
の
問
題
点
を
含
ん
で
お
り
、
主
要
な
点
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

図１　骨太の方針に盛り込まれた医療制度改悪（案）

春
の
組
織
強
化
・
共
済
普
及
月
間

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

会
員
数
過
去
最
高
の

会
員
数
過
去
最
高
の

　
　

７
７
５
４
人
を
達
成

　
　

７
７
５
４
人
を
達
成

ゼロの会オンラインイベント（6/8）

みんなで語ろう
 窓口負担ゼロ
－お金の心配なく医療にかかれる社会に－

プレゼント企画の締め切り延長！７月末までプレゼント企画の締め切り延長！７月末まで!! !!

基調講演基調講演　 「人権保障から考える『医療費窓口負　 「人権保障から考える『医療費窓口負
担ゼロ』」　伊藤　真弁護士担ゼロ』」　伊藤　真弁護士

ア
ー
カ
イ
ブ　

ア
ー
カ
イ
ブ　

視
聴
は
こ
ち
ら

視
聴
は
こ
ち
ら

または で検索！窓口負担　ゼロの会
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　いま医療現場で進行
している深刻な実態
と、それを加速させる
政治の責任を明らかに
し、有権者に対して
「命を守る政治とは何
か」を問うパンフレッ
トです。ぜひご一読く
ださい。

パンフレット
『７月参議院選挙で問われる
命の優先順位』

　

前
明
石
市
長
の
泉
房
穂
氏
は
、

無
所
属
で
の
国
政
出
馬
を
表
明
。

市
長
退
任
後
は
政
界
引
退
を
明
言

し
て
い
た
が
、
生
活
負
担
増
と
政

治
の
無
策
が
続
く
現
状
に
対
し
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
の
暮
ら
し

が
持
た
な
い
」
と
し
て
出
馬
を
決

断
し
た
。

定
や
そ
の
前
倒
し
の
是
非
を
含

め
、
与
党
内
で
積
極
的
に
議
論
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
や
医
療
Ｄ
Ｘ
の

義
務
化
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
や

効
率
化
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ

も
、
現
場
の
混
乱
や
患
者
へ
の
不

利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
丁
寧
な
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。
本
人
確
認

の
ト
ラ
ブ
ル
や
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

の
財
政
支
援
、
保
険
証
の
継
続
的

な
併
用
な
ど
、
現
場
の
不
安
に
寄

り
添
っ
た
見
直
し
を
主
張
し
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
に
お
い

て
は
、
単
な
る
病
床
削
減
や
効
率

化
で
は
な
く
、「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
提

供
体
制
」
を
基
本
に
据
え
、
地
域

の
医
師
や
医
療
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
柔
軟
な
制
度
設
計
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
師

不
足
の
解
消
に
は
、
勤
務
環
境
の

改
善
や
奨
学
金
制
度
の
拡
充
、
地

域
枠
制
度
の
見
直
し
と
い
っ
た
総

合
的
な
支
援
策
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
・
妊
産
婦
医

療
費
助
成
の
全
国
一
律
化
、
補
聴

器
助
成
制
度
の
拡
充
、
災
害
時
の

医
療
提
供
体
制
整
備
な
ど
は
、
公

明
党
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
政

策
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
方
自
治

体
や
政
府
と
連
携
し
な
が
ら
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
医
療
扶
助
や
生

活
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

「
支
援
が
必
要
な
人
に
届
く
制

度
」
と
な
る
よ
う
、
実
態
に
即
し

た
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
、
現
場
の
声
を
国
政
に

届
け
、
持
続
可
能
で
公
平
な
医
療

制
度
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
不
断

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
つ
も
わ
が
党
の
活
動
を
お
見

守
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
貴
団

体
の
政
策
要
望
に
つ
い
て
興
味
深

く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。

　

貴
団
体
の
社
会
保
障
の
充
実
、

利
用
者
負
担
の
軽
減
を

求
め
る
ご
要
望
事
項
に

つ
い
て
、
れ
い
わ
新
選

組
と
し
て
は
基
本
的
に

は
賛
同
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
社
会
保

障
の
充
実
が
、
社
会
の

安
定
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
公
的
支
援

へ
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

点
に
つ
い
て
、「
日
本
経
済
停
滞

の
原
因
は
社
会
保
障
切
り
捨
て
に

あ
り
」
と
い
う
貴
団
体
の
ご
意
見

に
は
賛
成
で
す
。

　

「
雇
用
と
社
会
保
障
の
安
定
は

国
民
の
購
買
力
の
向
上
、
内
需
の

拡
大
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
お
考

え
は
積
極
財
政
を
唱
え
る
れ
い
わ

新
選
組
の
考
え
方
と
共
鳴
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
は
国
の
安
定
と
発
展

の
基
盤
で
す
。
社
会
保
障
は
高
齢

者
の
問
題
だ
と
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
誰
も
が
い
ず
れ
年
を
取
る

し
、
障
害
を
負
っ
た
り
、
病
気
に

な
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

社
会
保
障
は
全
て
の
世
代
に
と
っ

て
の
基
盤
で
す
。

　

今
、
少
子
化
予
算
の
財
源
を
賄

っ
た
り
、
現
役
世
代
の
社
会
保
障

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
決
し

て
裕
福
で
は
な
い
高
齢
者
に
も
負

担
を
求
め
よ
う
と
い
う
意
見
が
出

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
歩
間
違
う

と
、
高
齢
者
と
現
役
世
代
の
分
断

に
つ
な
が
っ
て
社
会
を
不
安
定
化

さ
せ
ま
す
。

　

今
は
現
役
世
代
で
働
い
て
い
る

人
も
20
年
も
た
て
ば
高
齢
者
の
仲

間
入
り
を
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者

の
社
会
保
障
を
削
減
す
る
と
、
そ

れ
は
結
局
、
子
ど
も
世
代
で
あ
る

現
役
の
子
育
て
世
代
の
負
担
に
な

る
。
高
齢
者
が
し
っ
か
り
し
た
社

会
保
障
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
全

体
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

　

今
の
年
間
の
社
会
保
障
給
付
費

は
１
３
７
兆
円
（
２
０
２
２
年

度
）
で
現
在
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
言
う

と
24
％
で
す
。
高
齢
化
社
会
が
進

む
中
、
社
会
保
障
費
は
増
え
続
け

ま
す
。
社
会
保
障
費
に
関
連
し
た

支
出
は
、
高
齢
者
の
健
康
を
維
持

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
安

定
や
人
々
の
幸
福
を
維
持
す
る
も

の
で
す
。

　

社
会
保
障
の
安
定
は
ご
指
摘
通

り
、
国
民
の
購
買
力
の
向
上
や
内

需
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
結
果
と

し
て
一
般
の
企
業
業
績
に
も
プ
ラ

ス
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
社
会

保
障
の
充
実
は
結
果
的
に
家
計
消

費
を
温
め
て
い
き
ま
す
か
ら
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

国
保
や
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

に
つ
い
て
は
国
民
一
人
ひ
と
り
の

保
険
料
負
担
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
応
能
負
担
税
制
の
改
革
も
行

う
と
同
時
に
、
国
債
発
行
も
併
せ

な
が
ら
、
軽
減
し
て
い
く
。
社
会

の
安
定
の
た
め
に
は
必
要
で
す
。

　

日
本
の
財
政
赤
字
の
額
は
確
か

に
巨
額
な
も
の
で
す
が
、
財
務
省

が
言
う
「
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
」
以

外
の
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
先
進
国
最
悪
と
言
え
る
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
健
全
で
あ
る

こ
と
は
わ
が
党
の
高
井
た
か
し
幹

事
長
が
予
算
委
員
会
等
で
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
は
人
々
の
命
に
関
わ

る
問
題
で
す
。
税
収
や
保
険
料
の

範
囲
で
賄
う
べ
き
と
い
う
キ
ャ
ッ

プ
は
つ
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

社
会
保
障
の
充
実
を
掲
げ
る
貴

団
体
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
社
会

保
障
に
お
け
る
積
極
財
政
の
重
要

さ
を
主
張
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

育
料
・
給
食
費
・
遊
び
場
・
お
む

つ
）」
を
中
心
と
す
る
子
育
て
支

援
政
策
を
行
っ
た
こ
と
を
強
調
。

子
ど
も
関
連
予
算
を
12
年
間
で
１

２
５
億
円
か
ら
２
９
７
億
円
へ
と

２
・
38
倍
に
拡
充
し
、
児
童
手
当

に
つ
い
て
も
全
国
に
先
駆
け
て
18

歳
ま
で
月
５
０
０
０
円
を
支
給
。

し
か
も
、
市
民
負
担
を
増
や
す
こ

と
な
く
確
保
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
も
実
現
し
た
。
財
源
に
つ
い

て
、
泉
氏
は
「
無
料
化
に
必
要
だ

っ
た
予
算
は
全
体
の
わ
ず
か
１
・

７
％
。
国
レ
ベ
ル
で
も
優
先
度
の

調
整
に
よ
っ
て
十
分
に
実
行
可

能
」
と
述
べ
た
。

　

政
策
と
し
て
、「
税
・
保
険
料

・
生
活
負
担
・
物
価
の
４
つ
を
下

げ
、
給
料
と
公
的
支
援
の
２
つ
を

上
げ
る
」
と
い
う
明
確
な
政
策
方

針
を
掲
げ
、
具
体
的
に
は
以
下
６

点
を
重
視
し
て
い
る
。

・
消
費
税
の
引
き
下
げ

・
保
険
料
の
負
担
軽
減

・
公
共
料
金
や
介
護
費
・
教
育
費

等
の
生
活
コ
ス
ト
の
抑
制

・
給
与
水
準
の
底
上
げ
に
向
け
た

政
策
的
介
入

・
児
童
手
当
等
の
支
援
金
の
拡
充

・
物
価
上
昇
へ
の
実
効
的
な
対
応

策

　

特
に
医
療
・
福
祉
分
野
に
つ
い

て
は
、
物
価
や
保
険
料
の
上
昇
に

よ
っ
て
受
診
控
え
や
介
護
を
受
け

ら
れ
な
い
状
況
が
進
行
す
る
現
状

を
放
置
す
べ
き
で
な
い
と
し
、
医

療
者
が
政
治
的
関
与
を
強
め
る
こ

と
の
必
要
性
に
も
言
及
。

　

保
険
医
協
会
の
「
重
点
要
求

（
案
）」
に
つ
い
て
「
基
本
的
に

賛
同
し
て
い
る
。
以
前
、
東
京
保

険
医
協
会
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
際
に
、『
保
険
医
協
会
に

は
期
待
し
て
い
る
』
と
お
答
え
し

た
」
と
し
、「
制
度
の
誤
り
が
命

を
脅
か
す
な
ら
、
制
度
自
体
を
正

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ

た
。

　

泉
氏
は
、
近
年
の
物
価
高
騰
と

実
質
所
得
の
低
迷
に
よ
っ
て
「
国

民
の
使
え
る
お
金
」
が
著
し
く
減

少
し
て
い
る
点
を
重
視
。
と
り
わ

け
消
費
税
や
保
険
料
、
光
熱
費
な

ど
の
負
担
増
が
家
計
を
直
撃
し
て

い
る
と
し
、「
30
年
間
給
与
が
上

が
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
税
・
保
険
料
・
物
価
が
上
昇

し
て
い
る
。
こ
れ
は
構
造
的
な
問

題
で
あ
り
、
政
策
転
換
が
必
要
」

と
指
摘
し
た
。

　

市
長
時
代
の
実
績
と
し
て
、

「
５
つ
の
無
料
化
（
医
療
費
・
保

　

公
明
党
は
、
す
べ
て
の
人
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
、
国
民
皆
保
険

制
度
の
堅
持
、
診
療
報
酬
の
適
正

化
、
患
者
負
担
の
軽
減
、
地
域
医

療
の
充
実
な
ど
、
医
療
・
福
祉
の

現
場
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
一
貫

し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
兵
庫

県
保
険
医
協
会
か
ら
提
示
さ
れ
た

重
点
要
求
に
は
、
医
療
現
場
の
切

実
な
声
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
趣
旨
に
深
く
共
感
す
る
と
と
も

に
、
党
と
し
て
の
政
策
に
も
生
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
社
会
保
障
の
充
実
と
財

源
の
再
配
分
に
つ
い
て
、
公
明
党

は
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
を

掲
げ
、
財
政
の
健
全
性
を
保
ち
つ

つ
も
、
医
療
・
介
護
・
子
育
て
な

ど
の
基
礎
的
社
会
保
障
へ
の
重
点

的
な
財
源
投
入
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
増
税
や
過
度
な
国
民

負
担
に
対
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
を

取
り
、
低
所
得
層
や
中
間
層
の
生

活
防
衛
を
図
り
な
が
ら
、
制
度
の

持
続
可
能
性
と
の
両
立
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
物
価
上
昇
や
医
療
現
場
の
人

件
費
増
加
を
踏
ま
え
た
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
特
に
初
・
再
診
料
や
入
院
基

本
料
な
ど
の
基
礎
的
な
報
酬
の
改

善
は
、
地
域
の
医
療
機
関
の
安
定

運
営
に
不
可
欠
で
あ
り
、
次
期
改

「税・保険料・生活負担を
下げ、支援を増やす」
政策転換を訴え

社会保障は
国の安定と発展の基盤

高橋 光男氏 泉　房穂氏

米村 明美氏

公明党 無所属

れいわ新選組

医療現場の切実な声
政策に活かします

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

間
森　
　

坦
先
生

中
央
区　

内
・
消
化
器
内
科

６
月
23
日

享
年
88
歳

候
補
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
文
書
回
答
）②

特集　参議院選挙

　

参
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
協
会
は
、
６

月
初
旬
時
点
で
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た

各
予
定
候
補
者
に
「
保
険
医
の
重
点
要
求

（
案
）」
を
示
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依

頼
（
６
月
25
日
号
掲
載
）。
３
候
補
か
ら

は
文
書
で
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
掲
載

す
る
。

保団連発行リーフレットもご活用ください！

「日本の医療・介護
　なーんか
　おかしくない？」

「医療と
　消費税の関係」
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私
は
、
選
挙
権
を
得
て
か
ら
、

全
て
の
選
挙
に
お
い
て
棄
権
を
し

な
い
で
、
必
ず
投
票
に
い
き
選
挙

権
を
行
使
し
て
き
ま
し
た
。
大
き

な
国
政
選
挙
で
は
、
自
分
の
１
票

の
大
切
さ
と
重
み
が
実
際
分
か
り

に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
と
こ
ろ

が
地
元
の
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
私
の
投
票
し
た
候
補
者
が
２

票
差
で
落
選
す
る
経
験
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
１

票
の
重
み
を
強
く
実
感
し
ま
し

た
。

　

昨
年
２
０
２
４
年
10
月
に
行
わ

れ
た
衆
議
院
解
散
総
選
挙
結
果
で

は
、
与
党
過
半
数
割
れ
の
事
態

で
、
与
党
の
暴
走
政
治
の
歯
止
め

に
な
っ
た
部
分
も
少
し
は
見
ら
れ

ま
す
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
で

も
、
与
党
の
過
半
数
割
れ
や
与
野

党
伯
仲
に
な
れ
ば
、
衆
参
と
も

に
、
国
民
の
声
を
無
視
で
き
な
い

政
治
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
兵
庫
選
挙
区
に
お
い
て

は
、
主
要
政
党
す
べ
て
が
候
補
者

を
擁
立
も
し
く
は
実
績
の
あ
る
無

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

日
本
の
「
失
わ
れ
た
30
年
」

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
緊
縮
的
な

経
済
運
営
と
、
行
き
過
ぎ
た
新
自

由
主
義
政
策
に
端
を
発
す
る
も
の

で
あ
る
。
政
府
は
公
共
部
門
の
縮

小
と
民
営
化
を
推
し
進
め
、
社
会

保
障
支
出
を
抑
制
す
る
と
同
時

に
、
大
企
業
に
対
す
る
法
人
減
税

や
規
制
緩
和
を
強
化
し
た
。

　

結
果
、
大
企
業
が
利
益
を
株
主

配
当
と
内
部
留
保
に
回
す
一
方
、

労
働
分
配
率
や
設
備
投
資
は
低
下

の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
こ
の
傾
向

は
内
需
の
縮
小
を
引
き
起
こ
し
、

経
済
の
縮
小
均
衡
を
長
期
化
さ
せ

る
要
因
と
な
っ
た
。
特
に
非
正
規

雇
用
の
増
加
と
実
質
賃
金
の
低
迷

は
、
家
計
の
消
費
を
抑

制
し
、
結
果
と
し
て
デ

フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
定
着

す
る
構
造
を
生
み
出
し

た
。

　

こ
の
悪
循
環
を
断
ち

切
る
た
め
に
は
、
内
部

留
保
を
蓄
積
す
る
企
業

に
対
し
て
適
正
な
課
税

や
社
会
保
険
料
の
徴
収

を
行
い
、
国
が
そ
の
資

金
を
い
っ
た
ん
回
収
し

た
上
で
、
社
会
保
障
制

度
の
再
構
築
や
公
共
投

資
の
原
資
と
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
低
所
得
層
へ
の

所
得
再
分
配
が
進
み
、
国
民
の
可

処
分
所
得
が
向
上
す
る
と
同
時

に
、
将
来
不
安
を
軽
減
し
、
デ
フ

レ
マ
イ
ン
ド
の
払
拭
に
つ
な
が

る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
再
分
配
政
策
の

有
効
性
を
認
め
て
お
り
、
経
済
全

体
の
安
定
化
と
成
長
へ
の
寄
与
を

明
示
し
て
い
る
。

　

特
に
医
療
・
介
護
分
野
は
、
製

造
業
、
卸
売
・
小
売
業
に
次
ぐ
第

３
位
の
雇
用
規
模
を
持
ち
、
全
国

的
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
経
済
の
基
盤
を
成
す
重

要
な
産
業
で
あ
る
。
実
際
に
地
方

の
中
に
は
総
雇
用
の
30
％
近
く
を

医
療
・
介
護
分
野
が
支
え
て
い
る

地
域
も
存
在
す
る
。
地
域
で
安
定

し
た
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

で
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
や
地

方
の
人
口
減
対
策
に
も
つ
な
が

る
。

　

医
療
・
介
護
分
野
を
含
む
公
共

的
イ
ン
フ
ラ
へ
の
大
規
模
投
資
が

行
わ
れ
、
全
国
で
安
定
し
た
雇
用

と
賃
金
引
き
上
げ
が
実
現
さ
れ
る

こ
と
で
、
日
本
全
体
の
個
人
消
費

は
底
上
げ
さ
れ
、
企
業
は
外
需
に

依
存
し
な
い
安
定
的
な
国
内
市
場

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
企
業
も
安
定
し
た
利
益

を
確
保
し
、
社
会
保
障
財
源
と
労

働
分
配
の
原
資
が
さ
ら
に
拡
充
さ

れ
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
（
図
２
）。

　

し
か
し
、
現
行
の
「
骨
太
の
方

針
」
で
は
、
社
会
保
障
費
の
抑
制

は
当
然
視
さ
れ
、
縮
小
す
る
市
場

に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

を
期
待
す
る
よ
う
な
供
給
主
導
型

政
策
が
依
然
と
し
て
重
視
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
新
自
由
主

義
的
政
策
か
ら
の
脱
却
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、
内
需
拡

大
と
再
分
配
を
柱
と
す
る
政
策
へ

の
根
本
的
転
換
で
あ
る
。

所
属
候
補
者
支
援
で
、
票
の
分
散

が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
医
療
従
事
者
と
し

て
、「
自
民
公
明
維
新
の
会
の
３

党
協
議
」
で
あ
る
４
兆
円
の
医
療

費
削
減
策
に
は
断
固
反
対
で
す
。

命
の
期
限
を
設
け
る
危
険
性
の
あ

る
「
尊
厳
死
の
法
制
化
」
を
主
張

す
る
党
首
の
言
動
に
も
反
対
し
て

き
ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
だ
け
で
な
く
、
人

口
減
少
の
大
き
い
過
疎
地
や
高
齢

化
率
の
高
い
地
域
の
医
療
・
福
祉

・
介
護
の
拡
充
に
目
を
向
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
、
企
業
・

団
体
献
金
廃
止
、
消
費
税
を
廃
止

に
向
か
わ
せ
る
政
党
に
目
を
向
け

て
い
ま
す
。
財
界
優
先
の
政
治
や

軍
事
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
脱
却
に
も

期
待
し
ま
す
。

　

私
の
一
票
が
、
世
論
の
大
き
な

第
一
歩
と
な
り
得
る
よ
う
に
投
票

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歯
科
部
会
の
あ
と
で

Ａ
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
計

画
書
、
６
月
末
で
締
切
や
っ
た
け

ど
提
出
し
た
？
」

Ｂ
「
僕
は
算
定
し
て
な
い
の
で
提

出
し
て
な
い
よ
」

Ａ
「
そ
れ
に
し
て
も
募
集
を
し
て

も
人
が
集
ま
ら
な
い
ん
や
。
給
与

を
上
げ
て
募
集
を
し
た
ら
、
今
勤

務
し
て
る
従
業
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
も
せ
な
あ
か
ん
。
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
は
少
な
す
ぎ
る
ん
や
」

Ｂ
「
僕
の
診
療
所
は
、
も
う
募
集

諦
め
て
細
々
と
診
療
し
て
ん
ね

ん
。
保
険
点
数
上
が
れ
へ
ん
の

に
、
人
件
費
も
材
料
費
も
光
熱
費

も
上
が
る
し
、
も
う
僕
の
血
圧
も

上
が
っ
て
る
わ
」

Ａ
「
や
っ
ぱ
り
今
度
の
選
挙
で
政

府
に
鉄
槌
食
ら
わ
せ
な
あ
か
ん
」

Ｂ
「
今
回
の
選
挙
の
争
点
は
与
党

が
過
半
数
を
取
る
か
ど
う
か
だ
と

言
わ
れ
て
る
け
ど
、
ど
う
思
う
？

　

僕
は
過
半
数
割
っ
た
と
し
て
も

そ
の
後
を
と
て
も
心
配
し
て
る
。

衆
議
院
は
す
で
に
過
半
数
わ
れ
て

い
る
か
ら
、
新
た
に
ど
こ
か
と
連

立
し
な
い
と
い
け
な
い
。
日
本
維

新
の
会
と
連
立
し
た
ら
、
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
医
療
費
４
兆
円
削

減
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

維
新
は
、
コ
ロ
ナ
の
時
に
大
阪
の

死
亡
者
が
全
国
一
多
か
っ
た
反
省

が
全
く
な
い
。
万
博
の
赤
字
を
国

に
リ
カ
バ
ー
し
て
も
ら
お
う
と
思

っ
て
い
る
か
ら
や
」

Ａ
「
僕
が
心
配
な
の
は
参
政
党

や
。
反
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
名
前

を
売
っ
て
た
。
あ
る
と
こ
ろ
で
反

ワ
ク
チ
ン
の
研
究
会
を
提
案
す
る

申
し
出
が
あ
っ
た
け
ど
、
参
政
党

の
影
が
見
え
隠
れ
し
た
の
で
、
開

催
に
反
対
し
た
ん
や
。
そ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
参
政
党
は
注
視
し
て

た
ん
や
」

Ｂ
「
え
ー
！　

そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
ん
や
」

Ａ
「
参
政
党
は
全
国
に
た
く
さ
ん

候
補
者
立
て
て
る
け
ど
、
資
金
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
政
党
な
ん
や
。
党
の
会
費
で

賄
っ
て
る
ら
し
い
け
ど
、
か
な
り

　

令
和
の
コ
メ
騒
動
が
勃
発
し
、

前
農
林
大
臣
が
「
私
は
コ
メ
を
買

っ
た
こ
と
が
な
い
」
な
ど
と
、
事

態
の
重
大
性
を
理
解
し
な
い
「
自

慢
」
発
言
を
し
て
更
迭
さ
れ
、
小

泉
宣
伝
相
の
出
番
と
な
っ
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
、
す
ぐ
さ
ま
５
kg

　

「
二
の
舞
を
演
じ
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、「
二
の
足
を
踏

む
」
と
混
同
さ
れ
て
「
二
の
舞
を

踏
む
」
と
も
い
う
。

　

「
二
の
舞
」
と
は
雅
楽
の
舞
楽

で
あ
る
「
案
摩
（
あ
ま
）」
の
後

に
二
人
の
舞
人
が
「
案
摩
」
を
真

似
て
、
わ
ざ
と
失
敗
し
な
が
ら
演

じ
る
滑
稽
な
舞
で
あ
る
。
そ
れ
が

転
じ
て
人
の
後
に
出
て
そ
の
真
似

を
す
る
こ
と
。
特
に
人
の
や
ら
か

し
た
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
。
そ

あ
た
り
２
０
０
０
円
プ
ラ
ス
税

の
、
い
わ
ゆ
る
「
広
告
の
品
」
商

法
で
、
備
蓄
米
を
市
場
に
放
出
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
の
大
手
ス
ー
パ

ー
を
除
い
て
、
ま
だ
ま
だ
店
頭
に

出
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
を
重

れ
を
皮
肉
を
込
め
て
当あ

て
擦こ

す

り
、

人
の
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
を

「
二
の
舞
を
演
じ
る
」
と
言
う
。

　

小
泉
純
一
郎
政
権
の
時
、
新
自

由
主
義
の
名
の
下
に
自
由
競
争
を

重
ん
じ
、
社
会
保
障
、
福
祉
、
富

の
再
分
配
は
政
府
の
肥
大
を
招

き
、
企
業
や
個
人
の
自
由
な
経
済

活
動
を
妨
げ
る
と
批
判
し
た
。
小

さ
な
政
府
で
市
場
を
自
由
化
し
競

争
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
富
が
増

大
し
社
会
全
体
に
行
き
渡
る
と
喧

く
見
た
Ｔ
Ｖ
番
組
が
、
Ｊ
Ａ
の
幹

部
を
招
い
て
質
疑
応
答
し
て
い
た

が
、
コ
メ
の
流
通
経
路
は
複
雑

で
、
５
次
受
け
ま
で
あ
り
、
調
整

に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

を
、
至
極
、
当
然
の
よ
う
に
話
し

て
い
た
。
招
か
れ
た
ゲ
ス
ト
た
ち

が
、
事
実
を
も
と
に
理
詰
め
で
質

問
す
る
の
だ
が
、「
お
っ
し
ゃ
る

通
り
で
す
」
と
返
し
て
、
真
逆
の

回
答
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

長
年
の
減
反
政
策
で
コ
メ
の
生

産
農
家
は
疲
弊
し
て
い
る
し
、
何

伝
し
た
が
、
幻
想
で
あ
っ
た
。

　

現
実
の
日
本
は
格
差
は
拡
大
し

崩
壊
し
て
い
る
。
政
治
は
結
果
で

あ
る
。
Ａ
Ｉ
や
新
薬
開
発
等
の
分

野
で
日
本
の
技
術
革
新
は
少
な

く
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
中
国
・
ド
イ
ツ
に

抜
か
れ
、
一
人
あ
た
り
の
国
民
所

得
も
韓
国
に
抜
か
れ
、
台
湾
に
も

抜
か
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
淵え

ん

源げ
ん

は
自
民
党
に
よ
る
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
も
あ
る
が
、

小
泉
純
一
郎
首
相
の
劇
場
型
政
治

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
一
般
大
衆
に
支
持
を

訴
え
るPopulism

的
政
治
で
敵
対

勢
力
を
悪
役
に
見
立
て
、
自
分
は

庶
民
の
味
方
の
振
り
を
し
て
戦
い

に
挑
む
と
い
う
構
図
を
作
り
上
げ

よ
り
も
高
齢
化
し
て
後
継
者
不
足

も
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
と
ば
か

り
、
手
の
ひ
ら
返
し
、
朝
令
暮
改

の
ト
ラ
ン
プ
王
は
関
税
問
題
の
見

返
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
米
の
さ

ら
な
る
買
い
付
け
を
押
し
付
け
て

く
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
こ
そ
、
得
意
の
「
お
っ

し
ゃ
る
通
り
で
す
」
を
出
し
て
、

内
実
、
日
本
の
農
業
を
守
っ
て
欲

し
い
も
の
で
あ
る
。

 

（
２
０
２
５
・
６
・
23
）

た
。

　

そ
れ
は
国
民
の
関
心
を
引
き
つ

け
る
政
治
手
法
で
あ
る
が
、
そ
の

ド
ラ
息
子
た
る
小
泉
進
次
郎
農
相

も
父
親
譲
り
の
劇
場
型
政
治
を
演

じ
て
い
る
。
た
だ
で
さ
え
意
味
不

明
な
進
次
郎
構
文
を
駆
使
し
つ
つ

国
民
を
愚
民
と
見
下
し
て
引
き
寄

せ
な
が
ら
、
善
悪
二
元
論
で
己
を

正
義
の
味
方
に
見
せ
か
け
二
枚4

舌

な
ら
ぬ
Ｊ
Ａ
を
敵
視
し
悪
役
に
仕

立
て
る
。

　

し
か
し
令
和
の
米
不
足
に
は
複

合
的
な
要
因
が
あ
り
、
単
純
な
対

立
構
造
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は

な
い
。
進
次
郎
が
演
じ
る
の
は
父

親
の
失
敗
の
二
の
舞4

な
ら
ぬ
「
二

の
米ま

い

」
か
？

疑
わ
し
い
。
熊
本
県
の
支
持
率
が

高
い
こ
と
か
ら
熊
本
県
の
カ
ル
ト

教
団
『
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
』
が
バ

ッ
ク
に
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

生
命
の
光
と
い
う
機
関
誌
が
あ

り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
万
歳
の
宗
教

や
。
パ
レ
ス
チ
ナ
に
爆
弾
落
ち
た

ら
喜
ん
で
る
」

Ｂ
「
あ
っ
！　

そ
の
本
見
た
こ
と

あ
る
わ
。
バ
ス
停
な
ん
か
に
よ
く

置
い
て
る
」

Ａ
「
参
政
党
も
維
新
も
憲
法
改
正

を
訴
え
て
い
る
か
ら
や
ば
い
。
特

に
、
反
国
民
主
権
の
参
政
党
は
か

な
り
や
ば
い
と
思
う
」

Ｂ
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

Ａ
「
主
権
が
国
民
で
な
い
と
い
う

こ
と
や
。
参
政
党
案
を
読
ん
だ
ら

主
権
が
天
皇
と
し
か
読
め
な
い
。

民
主
主
義
を
否
定
し
て
い
る
。
天

皇
家
に
と
っ
て
は
い
い
迷
惑
よ
。

現
行
憲
法
の
三
原
則
の
国
民
主

権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和

主
義
を
否
定
し
て
る
ん
や
」

Ｂ
「
と
ん
で
も
な
い
。
い
く
ら
政

治
に
無
関
心
な
僕
で
も
、
そ
れ
は

わ
か
る
」

Ａ
「
僕
が
『
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
』

を
知
っ
た
の
は
『
新
し
い
教
科
書

を
つ
く
る
会
』
か
ら
。
こ
の
会
の

４
分
の
１
く
ら
い
を
占
め
て
い
た

よ
う
で
、
右
翼
の
団
体
が
カ
ル
ト

教
団
に
乗
っ
取
ら
れ
よ
う
と
し

た
。
そ
の
た
め
、
活
動
が
急
速
に

終
息
し
て
い
っ
た
の
よ
。
参
政
党

も
は
じ
め
は
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
か

言
っ
て
５
人
の
共
同
代
表
や
っ
た

け
ど
、
右
翼
系
の
人
た
ち
は
離
党

し
て
る
。
要
は
利
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
や
。
そ
し
て
、
神
谷
の
独

裁
で
、
バ
ッ
ク
は
『
キ
リ
ス
ト
の

幕
屋
』
と
い
う
構
図
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
、
明
治
憲
法
み
た
い
な
憲

法
案
を
出
し
て
る
ん
や
」

Ｂ
「
投
票
し
た
あ
と
も
選
ん
だ
政

治
家
を
し
っ
か
り
見
な
あ
か
ん
。

元
彦
の
失
敗
は
二
度
と
し
た
ら
あ

か
ん
」

投
票
に
行
こ
う

投
票
に
行
こ
う

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

医
療
費
削
減
策
に
反
対
し

社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
！

二
の
舞4

を
演
じ
る

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
」

参院選参院選
特 集特 集

宝
塚
市
・
歯
科　
　

高
島　

俊
永

老
体
に
無
知
な
お
じ
さ
ん
た
ち

図２　社会保障の充実により実現する
経済の好循環　　　　　

兵庫保険医協会作成

税収・保険料
増加

正規雇用の拡大
賃金引き上げ

企業収益の
安定的な増加

消費の活性化 将来不安の
解消

国内市場の
拡大・経済成長

社会保障の
充実

政策解説　「骨太の方針2025」つづき

私たちの私たちの
提案提案

社会保障充実で
　　経済の好循環へ

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
21

日
、
西
宮
市
内
で
第
１
回
医
療
活

動
つ
づ
け
た
い
研
究
会
「
ベ
ン
ダ

ー
と
取
り
組
む
正
し
い
医
療
Ｄ
Ｘ

と
の
向
き
合
い
方
」
を
開
催
。
株

式
会
社
ジ
ェ
イ
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
代

表
取
締
役
の
酒
井
陽
一
郎
氏
ら
が

話
題
提
供
し
、
12
人
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

政
府
は
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
る
。
今
回
西
宮
・
芦
屋

支
部
で
は
、
会
員
に
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

強
引
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
い

け
ず
、
閉
院
を
考
え
て
い
る
と
の

回
答
が
３
割
を
超
え
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
大
阪
協
会
で
の
講
演

が
好
評
だ
っ
た
株
式
会
社
ジ
ェ
イ

・
メ
デ
ィ
ッ
ク
代
表
の
酒
井
陽
一

郎
氏
を
お
呼
び
し
て
、
医
療
Ｄ
Ｘ

と
は
何
か
、
医
療
者
側
の
利
点
は

何
か
、
政
府
の
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ

の
問
題
点
は
何
か
を
聞
い
た
。

　

そ
の
主
目
的
は
、
医
療
情
報
の

共
有
と
活
用
で
あ
る
。
医
療
情
報

の
中
で
、
ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
レ
セ
プ
ト
送
信
が
始
ま
っ
た
。

つ
ぎ
に
健
康
保
険
資
格
情
報
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
確
認
（
オ
ン
資
）
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は

医
療
機
関
に
と
っ
て
業
務
効
率
が

上
が
り
、
利
点
が
大
き
い
。
こ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
資
格
不
備

の
返
戻
が
減
っ
て
保
険
者
と
医
療

者
双
方
に
と
っ
て
有
意
義
だ
と
説

明
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
進
め

方
が
あ
ま
り
に
も
強
引
か
つ
拙
速

で
あ
る
と
も
追
加
し
た
。

　

さ
ら
に
診
療
情
報
を
電
子
化
す

る
た
め
に
２
０
３
０
年
ま
で
に
す

べ
て
の
医
療
機
関
に
カ
ル
テ
の
電

子
化
を
義
務
化
す
る
と
の
方
針
だ

が
問
題
が
大
き
い
。
す
で
に
あ
る

紙
カ
ル
テ
情
報
の
電
子
化
の
手

間
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
へ
の
問
題

な
ど
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

費
用
負
担
も
大
き
い
。

　

西
宮
市
医
師
会
で
Ｉ
Ｔ
関
係
担

当
の
理
事
で
あ
る
西
宮
市
・
高
井

小
児
科
の
高
井
徹
先
生
は
、
と
り

あ
え
ず
オ
ン
資
導
入
は
メ
リ
ッ
ト

ー
ド
が
苦
手
な
の
で
、
音
声
入
力

で
き
な
い
か
と
質
問
し
た
。

　

酒
井
さ
ん
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
は
電

子
カ
ル
テ
入
力
の
強
力
な
助
っ
人

に
な
る
と
説
明
し
た
。

　

い
ま
も
紙
レ
セ
プ
ト
、
紙
カ
ル

テ
を
使
わ
れ
て
い
る
西
宮
市
・
法

西
医
院
の
法
西
浩
先
生
は
、
つ
い

て
い
け
な
い
と
嘆
い
て
い
た
。

　

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
時
代
の
電
子
化
の
波
は
止

ま
ら
な
い
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

も
の
か
ら
導
入
し
て
い
く
の
が
正

し
い
だ
ろ
う
。

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

株式会社ジェイ・メディック代
表取締役の酒井陽一郎氏が医療
DXについて解説 　　　　　　

「知っておきたい法律知識」冊子を活
用してのセミナーの積極的開催も確認
された　　　　　　　　　　　　　　

西
宮
・
芦
屋
支
部　

医
療
活
動
つ
づ
け
た
い
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

医
療
活
動
つ
づ
け
た
い
研
究
会

医
療
Ｄ
Ｘ
の
目
的
と

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

不
適
切
指
導
抑
止
の
た
め

指
導
の
際
は
録
音
を

保
険
診
療
法
制
研
究
会

　

協
会
役
員
と
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

が
、
審
査
・
指
導
問
題
な
ど
開
業

保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
保
険
診
療
法

制
研
究
会
。
６
月
19
日
、
第
56
回

研
究
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催

し
、
６
人
が
参
加
し
た
。
坂
本
知

可
弁
護
士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
日
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

問
題
に
つ
い
て
の
現
状
を
確
認
し

た
後
、
最
近
の
新
規
個
別
指
導
の

際
の
極
め
て
不
適
切
な
指
導
態
様

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
行
い
ま

し
た
。

　

指
導
を
受
け
ら
れ
た
医
師
に
対

し
て
、
担
当
の
指
導
官
か
ら
、
極

め
て
侮
辱
的
な
発
言
が
な
さ
れ
た

よ
う
で
し
た
。
最
近
、
ほ
か
に

も
、
同
様
の
不
適
切
指
導
が
散
見

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
指
導
の
際
に
弁
護
士

帯
同
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
や
、

少
な
く
と
も
指
導
の
内
容
を
録
音

し
て
お
く
こ
と
が
、
上
記
の
よ
う

な
不
適
切
指
導
の
抑
止
と
い
う
観

点
か
ら
、
ま
た
、
証
拠
の
保
全
と

い
う
観
点
か
ら
、
重
要
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
今
後
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、『
医
師

・
歯
科
医
師
の
た
め
の
知
っ

て
お
き
た
い
法
律
知
識
』

（
下
記
）
が
晴
れ
て
完
成

し
、
皆
様
の
お
手
元
に
お
届

け
で
き
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
上
記
冊
子
を

用
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
支
部
や
専
門
部
の
皆
様

か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
の
ご
依
頼

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
冊
子
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・

ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

坂
本　

知
可
】

◇
出
席　

21
人 

◇
情
勢　

①
自
民
・
公
明
・
維
新

の
３
党
は
、
２
０
２
７
年
度
ま
で

に
約
11
万
床
の
病
床
削
減
で
合
意

し
、
維
新
は
約
１
兆
円
の
医
療
費

削
減
効
果
を
主
張
し
て
い
る
。
試

算
は
維
新
独
自
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
県
民
の

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
要
求
実

現
連
絡
会
」
の
分
担
金
執
行
、
②

参
議
院
選
挙
対
策
と
し
て
の
、
政

策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
兵
庫
保
険
医

新
聞
紙
上
で
特
集
を
組
む
こ
と
等

が
報
告
・
了
承
さ
れ
た
。

◇
審
査
対
策
部　

近
畿
厚
生
局
兵

庫
事
務
所
に
開
示
請
求
し
て
い

た
、
①
指
導
等
月
別
実
施
予
定

表
、
②
選
定
委
員
会
兵
庫
部
会
名

簿
・
議
事
録
、
③
兵
庫
事
務
所
所

掌
事
務
、
④
指
導
計
画
表
が
開
示

さ
れ
、
25
年
度
は
高
点
数
に
よ
る

個
別
指
導
は
医
科
・
歯
科
と
も
に

行
わ
れ
な
い
こ
と
、
新
規
指
導
の

滞
留
分
解
消
の
た
め
個
別
指
導
予

定
日
の
一
部
を
新
規
指
導
実
施
日

に
振
り
替
え
て
い
る
こ
と
等
が
明

ら
か
と
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

①
日
本
原
水
協

が
取
り
組
む
、
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
意
見
広
告
に
協
力
す
る
こ

と
、
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
だ
し
の
ゲ

ン
を
ひ
ろ
め
る
会
の
会
費
執
行
、

③
原
爆
症
訴
訟
支
援
ネ
ッ
ト
の
会

費
執
行
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

①
「
公

害
な
く
せ
！
県
民
集
会
実
行
委
員

会
」
会
費
執
行
、
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
会

費
執
行
等
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
国
際
部　

パ
レ
ス
チ
ナ
子
ど
も

救
済
基
金
会
長
来
日
企
画
へ
の
賛

同
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
６
月
14
日　

理
事
会
よ
り
）

ご注文は、
 ☎078－393－1840まで

『医師・歯科医師のための
知っておきたい法律知識』

ご活用ください！

第34回日常診療経験交流会

メインテーマ

「ネット社会の危うさと医療のかかわり」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　10月26日（日）10時～15時（分科会は午前のみを予定）
会　場　協会会議室
テーマ　 メインテーマ関連、医療・介護、在宅・地域医療、病診・診診

連携、医科・歯科・薬科の連携・工夫など
発表方法　１演題10分（別途、質疑応答）　応募締切　７月31日（木）まで

分科会演題募集分科会演題募集

感 想 文報 告

が
あ
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
始
め
て
ほ

し
い
と
説
明
し

た
。

　

Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ

な
西
宮
市
・
橋
野

医
院
の
橋
野
盛
彦

先
生
は
、
電
子
カ

ル
テ
の
移
行
に
つ

い
て
は
、
キ
ー
ボ

氏　　　名　　選任母体　　再・新任
理　事　長 １人
西山　裕康　　明　　石　　再（68）
副 理 事 長 11人
半田　伸夫　　西宮・芦屋　　新（70）
多田　　梢　　西宮・芦屋　　再（87）
口分田　真　　神　　戸　　再（68）
森岡　芳雄　　神　　戸　　再（69）
武村　義人　　神　　戸　　再（72）
近重　民雄　　神　　戸　　再（72）
宮武　博明　　神　　戸　　再（74）
吉岡　　巌　　明　　石　　再（85）
川村　雅之　　歯　　科　　再（66）
足立　了平　　歯　　科　　再（71）
白岩　一心　　歯　　科　　再（60）
理　　　事 45人
大澤　芳清　　尼　　崎　　再（61）
木村　祐子　　尼　　崎　　再（50）
小泉　民雄　　尼　　崎　　再（70）
西原　弘道　　尼　　崎　　再（64）

綿谷　茂樹　　尼　　崎　　再（68）
澤村　　新　　北 阪 神　　再（70）
脇野　耕一　　北 阪 神　　再（75）
林　　宗茂　　北 阪 神　　再（75）
伊賀　幹二　　西宮・芦屋　　再（72）
法貴　　憲　　西宮・芦屋　　再（78）
小林　重行　　神　　戸　　再（68）
水間　美宏　　神　　戸　　再（70）
岡本　好司　　神　　戸　　再（95）
高野　修一　　神　　戸　　再（56）
郷地　秀夫　　神　　戸　　再（77）
小西　達也　　神　　戸　　再（62）
辛　　龍文　　神　　戸　　再（60）
水守　彰一　　神　　戸　　再（81）
西村　正二　　加古川・高砂　　再（76）
柏木　有二　　北　　播　　再（76）
田渕　　光　　北　　播　　再（71）
木原　章雄　　北　　播　　再（50）
石橋　寛之　　姫路・西播　　新（47）
寺田　邦彦　　姫路・西播　　新（51）

正木　茂博　　姫路・西播　　再（75）
清水　映二　　姫路・西播　　再（74）
高森　信岳　　姫路・西播　　再（59）
谷垣　正人　　但　　馬　　再（75）
藤井　高雄　　但　　馬　　再（73）
松井　祥治　　淡　　路　　再（69）
橋田　友孝　　淡　　路　　再（76）
冨澤　洪基　　歯　　科　　新（56）
高島　俊永　　歯　　科　　再（67）
多田　和彦　　歯　　科　　再（44）
工藤大八郎　　歯　　科　　再（55）
加藤　隆久　　歯　　科　　再（75）
鈴田　明彦　　歯　　科　　再（68）
坂口　智計　　歯　　科　　再（56）
樫林　義雄　　歯　　科　　再（77）
幸田　雄策　　歯　　科　　再（73）
横田　裕一　　歯　　科　　再（74）
小松　盛樹　　歯　　科　　再（68）
中西　　透　　歯　　科　　再（71）
水野　良司　　歯　　科　　再（62）

喜井　恭子　　歯　　科　　再（49）
監　　　事 ３人
中井　通治　　北 阪 神　　再（78）
吉川　信嘉　　神　　戸　　再（82）
永本　　浩　　明　　石　　再（79）
議　　　長 １人
三根　一乗　　淡　　路　　再（86）
副　議　長 ２人
藤末　　衛　　神　　戸　　再（66）
高田　　裕　　淡　　路　　再（75）
事 務 局 長
藤田　誠治　　事 務 局　　　（57）
顧　　　問
林田　英隆　　西宮・芦屋　　　（82）
広川　恵一　　西宮・芦屋　　　（74）
落合　愛子　　歯　　科　　　（82）
小野　耕二　　歯　　科　　　（78）
加藤　擁一　　歯　　科　　　（71）
参　　　与
北井　　明　　西宮・芦屋　　　（81）
石橋　悦次　　姫路・西播　　　（70）
森下　順彦　　北摂・丹波　　　（78）
川西　敏雄　　歯　　科　　　（74）

第57回総会で承認された協会役員等第57回総会で承認された協会役員等
（任期2025年６月～2027年５月、括弧内数字は2025年６月１日現在の年齢）

13時～　特別講演　「健康格差の縮小は可能か」
　　　　講　師　千葉大学名誉教授　近藤　克則先生
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〈有床義歯〉

歯科保険請求
159

Ｑ１　有床義歯の請求について、配
列した人工歯の歯数に応じて算定す
るのか。
Ａ１　その通りです。欠損歯数や義
歯の形態にかかわりませんが、注意
点として、前歯部の間隙に対して有
床義歯の隙で補綴することは歯科医
学的に適切ではありません。なお、
欠損歯数と補綴歯数が異なる場合
は、「４歯欠損５歯配列」などとレ
セプト摘要欄にも不一致の旨を記載
しましょう。
Ｑ２　８番が残存しており８番を鉤
歯とした７―７の義歯を製作する場
合、総義歯として算定してよいか。
Ａ２　８番を鉤歯とした場合は、14
歯の部分床義歯として算定します。
８番を鉤歯に使わない場合は、総義
歯として算定します。
Ｑ３　14歯配列しなくても残存歯が
なければ総義歯として算定できる
か。
Ａ３　算定できます。
Ｑ４　１顎に２床以上の局部床義歯
を装着できるか。
Ａ４　できます。レセプト摘要欄に
「１顎２床」などと床数を記載しま
す。
Ｑ５　有床義歯を１～２日で製作し
ても良いか。
Ａ５　歯科医学的に適切な場合に限
り算定できます。レセプト摘要欄に

１～２日で製作した理由と製作方法
を記載します。なお、常態として１
～２日で製作し装着したものの装着
後の調整・指導を実施しない保険医
療機関は算定できません。
Ｑ６　有床義歯の再製作について、
他院作製のものも含めて、前回の印
象採得算定日から６カ月以上経過し
てから新製義歯の印象採得を行うこ
とになっているが、６カ月以内に新
製できるケースが知りたい。
Ａ６　次のイ～ホの通りです。ニま
たはホについてはレセプト摘要欄に
該当の記号を記載します。ホについ
ては具体的な理由も記載します。
イ　他の保険医療機関で、６カ月以
内に有床義歯を製作していないこと
を患者に確認した場合
ロ　遠隔地への転居のため通院が不
能になった場合
ハ　急性の歯科疾患のため喪失歯数
が異なった場合
ニ　認知症を有する患者や要介護状
態の患者であって、義歯管理が困難
なために有床義歯が使用できない状
況（修理が困難な程度に破折した場
合を含む）となった場合
ホ　その他特別な場合（災害または
事故等）
　カルテには、新製６カ月以内に新
たに有床義歯を製作する理由を記載
します。

日　時　７月27日（日）10時30分～12時30分
会　場　協会会議室　対　象　歯科医師、歯科衛生士、歯科助手
定　員　 80人
　　　　※『歯科保険診療の研究 2024年６月版』をご持参ください

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

オンラインお申し込みは右の二次元コードから。
来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

歯冠修復・ブリッジ、有床義歯、金属床総義歯

第４回歯科社保学習会

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

サイバープロテクター保険
サイバー攻撃への備えに

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医療保険とガン保険

ドクターに最適を提供します

協会の新しい共済

介護保険Sasa＊L（ササエル）

〈次回受付は９月１日開始〉

第33回歯科臨床談話会

骨粗鬆症の有用な
トリアージの一助に

感
想
文

　

歯
科
部
会
は
６
月
22
日
、
協
会

会
議
室
で
第
33
回
歯
科
臨
床
談
話

会
「
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
写
真
か
ら
み

た
高
齢
者
の
骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク
と

全
身
疾
患
と
の
関
係
」
を
開
催
。

三
田
市
・
大
槻
歯
科
医
院
院
長
の

大
槻
榮
人
先
生
が
話
題
提
供
し
、

16
人
が
参
加
し
た
。
池
畑
彰
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

大
槻
先
生
の
発
表
に
興
味
を
持

ち
、
歯
科
パ
ノ
ラ
マ
エ
ッ
ク
ス
線

写
真
を
用
い
た
高
齢
者
の
骨
粗
鬆

症
リ
ス
ク
に
関
す
る
談
話
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

下
顎
骨
皮
質
骨
の
形
態
と
超
音

波
骨
密
度
測
定
装
置
に
よ
る
踵
骨

の
骨
密
度
の
関
係
を
調
査
し
た
結

果
、
男
女
と
も
に
年
齢
と
と
も
に

骨
密
度
が
低
下
す
る
傾
向
が
確
認

さ
れ
、
こ
れ
は
予
想
通
り
で
し

た
。
し
か
し
、
下
顎
骨
皮
質
骨
形

態
と
骨
密
度
の
相
関
は
女
性
で
顕

著
に
見
ら
れ
、
男
性
で
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
点
が
意
外
で

し
た
。
特
に
女
性
で
は
、
下
顎
骨

皮
質
骨
の
厚
み
が
１
㎜
以
下
の
場

評
価
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
解

析
は
性
別
ご
と
の
デ
ー
タ
が
未
整

理
の
た
め
性
差
の
詳
細
は
不
明
で

す
が
、
女
性
へ
の
有
用
性
が
高
い

と
感
じ
ま
し
た
。
男
性
で
も
皮
質

骨
形
態
が
不
良
の
場
合
に
活
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ

と
で
、
骨
粗
鬆
症
の
有
用
な
ト
リ

ア
ー
ジ
の
一
助
と
な
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
の
研
究
で
性
差
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
明
確
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

【
西
宮
市
・
歯
科

池
畑　
　

彰
】

合
、
骨
密
度
低
下
が
顕
著

で
、
大
変
興
味
深
い
知
見
で

し
た
。

　

ま
た
、M

EDIA

のPano 
SCOPE

を
用
い
た
下
顎
骨

皮
質
骨
の
解
析
で
は
、
誤
差

の
少
な
い
結
果
が
得
ら
れ
、

下
顎
骨
下
縁
の
皮
質
骨
厚
や

骨
形
態
指
数
に
よ
る
脆
弱
性

Ｘ線写真から高齢者の骨粗鬆
症リスクを研究した大槻先生

員員 稿稿
会 投

日
本
郵
便
へ
の
行
政
処
分

　

―
ル
ー
ル
は
何
の
た
め
―

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

　

飲
酒
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
な
ど
の
点
呼
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
郵
便

に
ト
ラ
ッ
ク
２
５
０
０
台
を
５
年

間
使
え
な
い
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
が
課
さ
れ
た
。

　

国
は
こ
の
ル
ー
ル
を
運
送
会
社

な
ど
に
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

調
子
の
悪
い
人
や
勤
務
直
前
に
飲

酒
し
た
人
を
除
外
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

勤
務
人
数
が
少
な
い
会
社
で
あ

れ
ば
体
調
が
悪
い
時
に
無
理
し
て

働
く
か
も
し
れ
な
い
。
改
善
の
た

め
に
は
こ
の
よ
う
な
点
呼
で
は
な

く
、
体
調
が
悪
い
時
に
代
わ
り
が

で
き
る
人
を
雇
え
る
よ
う
な
体
制

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

運
転
を
仕
事
と
し
て
い
る
人

が
、
お
酒
が
残
っ
て
い
る
状
態
、

ま
た
は
酒
を
飲
ん
で
運
転
士
と
し

て
働
く
だ
ろ
う
か
？　

こ
の
ル
ー

ル
が
な
け
れ
ば
飲
酒
運
転
を
行
っ

て
し
ま
う
人
は
、
多
分
社
員
の
な

か
で
極
め
て
少
な
い
と
思
わ
れ

る
。
で
は
残
り
の
人
に
と
っ
て
こ

の
ル
ー
ル
は
ど
ん
な
意
義
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

経
営
者
に
と
っ
て
も
意
味
が
あ

る
も
の
で
あ
れ
ば
や
ろ
う
と
思
う

が
、
働
き
方
改
革
で
た
だ
で
さ
え

勤
務
時
間
を
少
な
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
に
、
朝
の
忙
し
い

時
に
当
た
り
前
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
に
時
間
を
取
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
ル
ー
ル
は
成
熟
し
た
大
人

を
相
手
に
し
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
に
対
す
る
ル
ー
ル
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
勤
務
者
・

経
営
者
と
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
ら
ず
形
骸
化
す
る
の
も
仕
方

が
な
い
と
思
う
。

　

ス
ピ
ー
ド
違
反
や
駐
車
違
反

は
、
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
破
る
人

は
結
構
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
ル

ー
ル
を
作
り
罰
則
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
定
の
抑
止
効
果
が
期
待

で
き
る
。

　

今
回
の
日
本
郵
便
の
よ
う
に
ル

ー
ル
を
破
っ
た
の
だ
か
ら
そ
の
組

織
が
非
難
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
時
に
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
っ
て

お
り
、
関
与
す
る
人
た
ち
の
勤
労

意
欲
を
低
下
さ
せ
て
い
な
い
か
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

日　時　７月27日（日）14時～15時30分（13時30分～総会議事）
会　場　協会６階会議室（オンライン併用）
講　師　兵庫県原爆被害者団体協議会（県被団協）前理事長　岡邊　好子さん

核戦争を防止する兵庫県医師の会　第44回総会記念講演

被爆証言―15歳の私が見たもの
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協
会
が
６
月
15
日
に
開
催
し

た
第
57
回
総
会
の
理
事
長
あ
い

さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
発

言
、
執
行
部
答
弁
、
理
事
長
再

選
あ
い
さ
つ
の
要
旨
、
来
賓
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧
、
決
議
全
文

を
掲
載
す
る
。

参院選で医療政策変えよう参院選で医療政策変えよう
理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言  

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

医
療
機
関
の
経
営
危
機

緊
急
的
な
対
応
が
必
要

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

不
足
で
は
な
い
。
最
大
の
理
由
は

「
医
療
費
抑
制
政
策
」
で
あ
る
。

　

診
療
所
も
例
外
で
は
な
い
。
利

益
率
の
最
頻
値
が
マ
イ
ナ
ス
と
い

う
危
機
的
状
況
で
、
地
域
医
療
に

空
白
を
生
み
か
ね
な
い
。

　

今
後
も
賃
金
上
昇
と
イ
ン
フ
レ

基
調
は
続
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、

医
療
は
公
定
価
格
の
た
め
、
診
療

報
酬
の
期
中
改
定
、
補
助
金
な
ど

緊
急
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
の
医
師
数
は
世
界
的
に
み

て
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
を
「
地

　

全
国
の
病
院
の
６
割
以
上
が
赤

字
経
営
に
陥
り
、
大
学
病
院
も
例

外
で
は
な
い
。
内
部
留
保
は
枯
渇

し
、
新
た
な
投
資
ど
こ
ろ
か
、
医

療
機
器
の
更
新
す
ら
で
き
な
い
。

県
立
10
病
院
す
べ
て
が
２
年
連
続

赤
字
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
原
因
は
、
医
療
機
関
の
努
力

域
・
診
療
科
偏
在
」
に
す
り
替
え

て
い
る
。
勤
務
医
は
、
長
時
間
労

働
で
地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
。

医
師
を
増
員
し
な
い
「
働
き
方
改

革
」、
つ
ま
り
労
働
時
間
短
縮

は
、
供
給
側
の
縮
小
で
あ
り
、
患

者
さ
ん
に
安
全
、
安
心
で
質
の
高

い
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

現
政
権
は
こ
う
し
た
現
状
を
改

善
す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
部
の
野
党

を
引
き
込
み
、
ベ
ッ
ド
数
削
減
、

薬
の
保
険
外
し
な
ど
に
よ
る
医
療

費
大
幅
削
減
に
合
意
し
て
い
る
。

　

医
療
・
福
祉
は
、
就
業
者
数
が

９
０
０
万
人
超
の
国
内
で
３
本
の

指
に
入
る
産
業
で
あ
り
、
経
済
波

及
効
果
、
雇
用
創
出
効
果
も
他
業

種
に
劣
ら
ず
、
経
済
を
支
え
て
い

る
。

　

窓
口
負
担
も
年
々
増
加
し
て
い

る
。「
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
医

療
を
受
け
る
」
こ
と
は
、
憲
法
に

定
め
ら
れ
た
「
人
権
」
そ
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
保
障
す
る
の
は

国
の
責
務
だ
。

　

歯
科
分
野
で
は
歯
科
医
師
不
足

に
先
ん
じ
、
歯
科
技
工
士
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。「
保
険
適
用

範
囲
の
拡
大
」「
窓
口
負
担
の
引

き
下
げ
」、
そ
し
て
「
歯
科
医
療

費
の
総
枠
拡
大
」
が
必
須
で
あ

る
。
医
科
・
歯
科
が
力
を
合
わ

せ
、
活
動
を
い
っ
そ
う
強
化
し
て

い
き
た
い
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
少
し
ず

つ
、
社
会
を
動
か
す
力
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
次
世
代
の
医
師
・
歯

科
医
師
が
安
心
し
て
医
療
に
従
事

し
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

「
環
境
整
備
」
が
不
可
欠
だ
。

　

現
場
の
声
を
集
め
発
信
し
、
社

会
的
な
関
心
と
議
論
を
生
み
出
す

活
動
は
、
保
険
医
協
会
に
し
か
で

き
な
い
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
力
が

不
可
欠
だ
。

命
の
尊
厳
守
る
た
め

投
票
に
行
こ
う政策部

木原章雄理事

対
外
純
資
産
を
消
費
し
な
い

医
療
へ
お
金
を
使
お
う政策部

幸田雄策理事

パ
レ
ス
チ
ナ
人
道
的
危
機

医
療
者
と
し
て
行
動
し
よ
う

国際部

水間美宏理事

歯
科
部
会
の
活
動

さ
ら
に
強
化
進
め
る

歯科部会

川村雅之副理事長

過
去
最
高
の
会
員
数
に

組
織
さ
ら
に
大
き
く

組織部

宮武博明副理事長

震
災
30
年
の
集
い

書
籍
を
発
行

西宮・芦屋支部

半田伸夫理事

診
療
報
酬
緊
急
増
と

不
合
理
是
正
求
め
る

研究部

清水映二理事

　

石
破
政
権
は
深
刻
な
物
価
高
騰

に
な
ん
ら
の
対
策
も
示
せ
ず
、
消

費
税
減
税
に
は
後
ろ
向
き
だ
。
７

月
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
命
の

尊
厳
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
投
票
に
行
く
こ
と

だ
と
思
う
。

　

協
会
の
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
医
療
危
機
の
深
刻
さ
、
原

因
、
さ
ら
に
そ
の
現
実
的
解
決
策

に
も
踏
み
込
ん
で
お
り
、
非
常
に

読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

　

兵
庫
選
挙
区
は
定
数
３
に
な
っ

て
以
来
、
維
新
・
自
民
・
公
明
の

３
党
で
占
め
て
い
た
が
、
昨
年
の

知
事
選
を
き
っ
か
け
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
斎
藤
知
事
問
題
に
加

え
て
、
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
の

逼
迫
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は
デ

ジ
タ
ル
化
に
伴
う
さ
ら
な
る
業
務

の
非
効
率
化
、
経
費
の
増
大
な

　

供
給
能
力
が
国
債
発
行
の
上
限

で
あ
る
と
い
う
主
張
が
聞
か
れ

る
。
供
給
能
力
を
超
え
て
国
が
お

金
を
発
行
（
供
給
）
し
続
け
れ
ば

　

パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
人
道
的
危

機
が
深
ま
っ
て
い
る
。
１
月
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
の
医
療
従
事

者
が
集
ま
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
緊
急

要
請
行
動
を
行
っ
た
。

　

組
織
拡
大
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
。
今
総
会
も
、
直
前
の
６
月

５
日
現
在
で
過
去
最
高
の
会
員
数

７
７
４
８
人
で
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

現
在
、
勤
務
医
の
拡
大
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資
料
に

「
勤
務
医
ご
紹
介
の
お
願
い
」
の

文
書
や
開
業
医
の
未
入
会
者
の
名

簿
も
資
料
に
入
れ
て
い
る
の
で
、

ご
紹
介
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

　

勤
務
医
対
策
で
は
ラ
イ
フ
プ
ラ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

を
迎
え
た
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
、
協
会

と
と
も
に
１
月
18
日
に
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
―
東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
―
熊
本
地
震
―
能
登
半

島
地
震
〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
30
年
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
30

年
を
見
据
え
て
〜
」
と
い
う
企
画

を
行
っ
た
。
本
日
、
受
付
で
配
っ

た
書
籍
に
内
容
を
ま
と
め
て
い

る
。
当
日
は
２
８
２
人
、
う
ち
オ

ン
ラ
イ
ン
79
人
が
参
加
し
た
。

　

内
容
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
代
表
の
上

田
進
久
先
生
に
よ
る
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」、
そ

し
て
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
石
橋

克
彦
先
生
に
よ
る
「『
大
地
動
乱

の
時
代
』
と
『
原
発
震
災
』」
と

題
し
た
講
演
な
ど
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
寄
付
に
も
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た

　

昨
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
開
業
医
の
利
益
率
が
８
％
を

超
え
て
い
る
な
ど
と
言
わ
れ
、
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
か
ら
生
活
習

慣
病
管
理
料
へ
の
移
行
＝
事
実
上

の
切
り
下
げ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
改
定
内
容
で
開
業

医
は
非
常
に
苦
し
い
状
況
に
も
関

わ
ら
ず
、
財
政
審
で
は
ま
だ
利
益

率
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

で
、
１
兆
円
以
上
の
医
療
費
削
減

が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
３
千
億
円
の
切
り
下
げ
に

し
か
な
ら
な
い
と
い
う
二
木
立
先

生
の
指
摘
も
あ
る
。
保
団
連
改
定

要
求
案
に
対
し
、
協
会
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
送
っ
て
お

り
、
不
合
理
是
正
に
さ
ら
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

10
月
26
日
に
日
常
診
療
経
験
交

流
会
を
開
催
す
る
。
今
年
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
ネ
ッ
ト
社
会
の
危

う
さ
と
医
療
の
か
か
わ
り
」
だ
。

分
科
会
演
題
を
募
集
中
な
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。
特

別
講
演
は
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授

の
近
藤
克
則
先
生
に
「
健
康
格
差

の
縮
小
は
可
能
か
」
を
テ
ー
マ
に

お
話
い
た
だ
く
予
定
だ
。「
心
肺

蘇
生
法
実
技
講
習
会
（
Ｃ
Ｐ

Ｒ
）」
は
、
コ
ロ
ナ
で
し
ば
ら
く

開
催
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
９
月
６
日
に
開
催
予
定
だ
。

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

歯
科
部
会
で
は
現
在
、
定
例
研

究
会
に
加
え
、
保
険
点
数
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
「
赤
本
研
究

会
」
や
施
設
基
準
に
関
す
る
研
究

会
等
も
実
施
し
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
を
求
め
る
運
動
も
推
進
し
て

い
る
。
歯
科
技
工
士
の
長
時
間
労

働
と
低
所
得
と
い
う
現
状
の
改
善

に
向
け
て
、
各
方
面
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
毎
日
放
送

「
よ
ん
チ
ャ
ン
Ｔ
Ｖ
」
に
お
い

て
、
私
た
ち
の
主
張
が
取
材
さ
れ

イ
ン
フ
レ
に
な
る
と
い
う
考
え
で

あ
る
。

　

こ
の
「
供
給
能
力
」
と
は
、
対

外
純
資
産
残
高
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
対
外
純
資
産
残
高
は
、
海
外

か
ら
物
品
を
購
入
す
る
能
力
を
示

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
は
23
年
末
時
点
で
対
外
純

資
産
４
７
１
兆
円
の
黒
字
で
、
世

界
第
２
位
の
黒
字
国
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
換
算
し
直
す
と
、
う

ま
く
使
え
ば
お
よ
そ
９
０
０
０
兆

円
に
相
当
す
る
。「
う
ま
く
使
え

ど
、
国
民
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し

て
い
る
。

　

改
選
３
議
席
に
対
し
て
、
候
補

予
定
者
は
現
職
２
人
、
新
人
10
人

超
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
誰
が
当

選
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
一
人
ひ

と
り
候
補
者
の
姿
を
見
て
、
一
票

一
票
を
託
す
こ
と
が
大
事
な
選
挙

に
な
る
。
保
険
医
新
聞
で
各
候
補

の
姿
勢
を
見
て
投
票
す
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

ば
」
と
は
、
教
育
、
医
療
、
介

護
、
研
究
な
ど
、
資
源
を
あ
ま
り

必
要
と
し
な
い
分
野
に
重
点
的
に

お
金
を
投
じ
る
場
合
を
意
味
す

る
。
逆
に
、
防
衛
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
用
い
る
場
合
に
は
、
お
よ
そ

１
０
０
０
兆
円
に
と
ど
ま
る
。

　

医
療
に
お
金
を
使
う
と
い
う
こ

と
は
、
対
外
純
資
産
を
ほ
と
ん
ど

消
費
し
な
い
、
お
金
の
使
い
方
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
の
後
、
医
療
従
事
者
と
し
て

「
医
療
従
事
者
と
施
設
へ
の
攻
撃

の
即
時
中
止
」
や
「
日
本
政
府
に

よ
る
国
際
人
道
法
遵
守
と
停
戦
外

交
の
強
化
」
な
ど
を
求
め
て
理
事

会
で
決
議
し
、
外
務
省
へ
行
き
、

日
本
政
府
に
要
望
し
た
。
７
月
５

日
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
Ｆ
（
パ

レ
ス
チ
ナ
子
ど
も
救
済
基
金
）
の

理
事
長
や
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
医
療

を
し
て
い
る
医
師
３
人
が
来
ら
れ

て
交
流
す
る
。

　

国
際
部
は
、
外
国
の
人
に
対
し

て
医
療
を
提
供
す
る
上
で
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
を
習
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
と
い
う

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。
ま

た
、
英
語
の
ほ
う
が
よ
く
通
じ
る

外
国
人
も
い
る
の
で
、
７
月
21
日

に
は
歯
科
を
テ
ー
マ
に
「
医
師
・

歯
科
医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
の
た
め
の
英
語
で
診
療

M
edical English

セ
ミ
ナ
ー
」
を

予
定
し
て
お
り
、
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
る
。

５
月
７
日
に
放
送
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
も
公
開
さ
れ
、
国
会
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
必
要
な

歯
科
医
療
を
受
け
る
こ
と
は
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
で

あ
る
が
、
現
実
に
は
そ
の
権
利
は

十
分
に
守
ら
れ
て
い
な
い
。
長
期

に
わ
た
る
医
療
費
抑
制
政
策
に
加

え
、
強
引
に
進
め
ら
れ
て
い
る
医

療
Ｄ
Ｘ
政
策
、
さ
ら
に
、
急
激
な

物
価
高
騰
も
重
な
り
、
医
療
機
関

経
営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

　

歯
科
部
会
は
、
医
科
と
歯
科
が

一
体
と
な
り
、
患
者
・
国
民
と
と

も
に
国
の
低
医
療
費
政
策
を
転
換

し
、
診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き
上

げ
、
一
部
負
担
金
の
引
き
下
げ
、

保
険
適
用
範
囲
の
拡
大
を
求
め
て

い
く
方
針
で
あ
る
。
今
後
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
兵
庫
県
歯
科
医
師
会

と
の
協
力
・
共
同
を
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
歯
科
部
会
の
活
動

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
賜
り
た

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

ン
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
兵

庫
協
会
独
自
に
、
公
立
豊
岡
病
院

や
加
古
川
中
央
市
民
病
院
な
ど
で

継
続
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　

病
院
や
勤
務
医
の
会
員
拡
大
と

い
う
の
は
、
他
協
会
に
は
イ
メ
ー

ジ
が
つ
か
な
い
よ
う
だ
。
兵
庫
協

会
で
は
、
県
内
３
４
４
病
院
の
う

ち
２
８
７
、
83
％
が
入
会
し
て
い

る
。
公
的
病
院
も
62
％
、
民
間
で

は
88
％
を
超
え
て
い
る
。
な
ぜ

か
。
事
務
局
と
役
員
が
一
体
に
な

っ
て
訪
問
し
て
い
る
か
ら
だ
。
勤

務
医
の
方
々
に
会
員
を
継
続
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

１
９
９
５
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
と
呼
ば
れ
た
。
西
宮
・
芦
屋

支
部
で
は
、
広
川
顧
問
中
心
に
今

で
も
、
被
災
地
訪
問
な
ど
に
尽
力

し
て
い
る
。
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来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

薬
科
部
・
国
際
部
、会
員
拡
大
…

多
岐
に
わ
た
る
兵
庫
協
会
の
活
動

小
澤　
　

力　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
長

　

日
本
の
向
か
う
方
向
は
今
年
度

予
算
で
何
を
削
り
、
何
を
増
や
し

た
か
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

歳
出
で
増
や
し
た
の
は
、
米
国
か

ら
の
要
求
に
基
づ
く
軍
事
予
算
と

大
企
業
へ
の
支
援
だ
。

　

軍
需
産
業
だ
け
で
は
な
く
、
ラ

ピ
ダ
ス
へ
の
天
井
知
ら
ず
の
財
政

支
出
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
、
デ
ジ

タ
ル
改
革
関
連
法
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
な
大
企
業
優
遇
政
策
が
取
り

続
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
削
減

対
象
の
ト
ッ
プ
が
社
会
保
障
費
、

特
に
医
療
費
で
あ
る
。
こ
の
間
、

政
府
与
党
や
維
新
の
会
は
「
世
代

間
格
差
」「
受
益
と
負
担
」
等
々

の
言
葉
を
使
い
、
医
療
費
削
減
の

た
め
に
国
民
を
分
断
し
、
世
論
を

誘
導
し
て
き
た
。

　

歳
入
で
減
ら
し
て
き
た
の
は
、

大
企
業
へ
の
法
人
実
効
税
率
、
所

得
税
の
最
高
税
率
な
ど
で
、
増
や

し
て
き
た
の
が
消
費
税
率
だ
。
保

団
連
は
消
費
税
で
は
な
い
社
会
保

障
の
安
定
財
源
と
し
て
三
つ
の
提

案
を
発
表
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
述
べ
た
こ
と
は
、
貴
協

会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
医
療
費
抑

制
政
策
の
転
換
を
」
に
詳
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。

保
団
連
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
目
前
に
迫
っ
た
参

議
院
議
員
選
挙
で
貴
協
会
と
と
も

に
、
な
ん
と
し
て
も
医
療
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
る
国
政
へ
の
転

換
を
図
る
機
会
に
す
る
決
意
だ
。

　

貴
協
会
の
、
薬
科
部
・
国
際
部

な
ど
ウ
イ
ン
グ
の
広
さ
、
ま
た
支

部
活
動
や
震
災
・
核
兵
器
廃
絶
・

公
害
問
題
の
取
り
組
み
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
そ
の
活
動
に
は
常

々
、
尊
敬
を
感
じ
て
い
る
。
特
に

会
員
拡
大
に
お
け
る
素
晴
ら
し
い

活
動
に
敬
意
を
表
す
る
。

　

保
団
連
は
貴
協
会
と
と
も
に
保

険
医
運
動
の
一
層
の
発
展
に
尽
力

す
る
決
意
を
申
し
述
べ
て
、
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

支
部
・
専
門
部
か
ら

協
会
活
動
さ
ら
に
発
展

西
山　

裕
康 

理
事
長

　

木
原
先
生
、
貴
重
な
ご
発
言
あ

り
が
と
う
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は

い
ま
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
物
価

高
騰
に
直
面
し
て
い
る
。
軍
事
費

や
米
国
か
ら
の
武
器
購
入
に
は
巨

額
の
予
算
が
投
入
さ
れ
、
本
来
国

民
生
活
を
支
え
る
べ
き
医
療
・
福

祉
・
教
育
の
分
野
は
後
回
し
に
さ

れ
て
い
る
。
参
議
院
選
挙
は
、
こ

う
し
た
流
れ
を
変
え
る
大
切
な
機

会
と
考
え
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
活
用
し
、
医
療
現
場
の
声
や

開
業
医
の
実
態
を
踏
ま
え
た
要
求

を
掲
げ
、
政
治
の
転
換
を
め
ざ
す

活
動
を
会
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

　

昨
年
末
、
政
府
は
多
く
の
現
場

や
国
民
の
声
を
軽
視
し
、
健
康
保

険
証
の
新
規
発
行
停
止
を
強
行
し

た
。
医
療
Ｄ
Ｘ
と
称
さ
れ
る
一
連

の
政
策
は
、
効
率
化
や
連
携
強
化

と
い
っ
た
表
向
き
の
目
標
を
掲
げ

な
が
ら
も
、
医
療
機
関
に
新
た
な

負
担
を
押
し
つ
け
て
い
る
ば
か
り

か
、
一
部
の
企
業
へ
の
利
益
誘
導

も
透
け
て
見
え
る
。
私
た
ち
は
、

時
代
の
変
化
を
拒
む
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
医
療
の
質
の
向
上

と
効
率
化
に
は
積
極
的
に
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
患
者
本
位
・
現
場
主
導
の
も

と
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

７
月
の
選
挙
結
果
で
、
医
療
と

社
会
保
障
の
方
向
性
が
大
き
く
変

化
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
今
こ
そ

私
た
ち
は
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

誰
が
軍
事
優
先
や
緊
縮
財
政
の
名

の
も
と
に
、
社
会
保
障
を
切
り
捨

て
て
い
る
の
か
。
医
療
政
策
は
政

治
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
そ
し
て

政
治
を
変
え
る
力
は
、
私
た
ち
が

行
使
す
る
一
票
に
あ
る
。
こ
の
民

主
主
義
の
原
則
を
、
い
ま
一
度
し

っ
か
り
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

医
療
は
「
公
共
の
財
産
」
で
あ

り
、
人
権
そ
の
も
の
で
あ
る
。
私

た
ち
は
こ
の
崇
高
な
職
業
に
携
わ

る
者
と
し
て
責
任
を
担
っ
て
い

る
。
協
会
の
目
的
「
開
業
保
険
医

の
生
活
と
権
利
を
守
る
」「
住
民

と
と
も
に
地
域
医
療
を
守
る
」
の

も
と
、
新
た
な
任
期
に
お
い
て

も
、
よ
り
良
い
医
療
制
度
の
実
現

に
向
け
て
、
行
動
を
重
ね
て
い

く
。
会
員
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り

の
お
力
添
え
こ
そ
が
、
協
会
の
力

の
源
で
あ
る
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

進
め
て
い
き
た
い
。

　

幸
田
先
生
、
財
政
と
供
給
能
力

の
関
係
に
つ
い
て
、
た
い
へ
ん
示

唆
に
富
ん
だ
お
話
を
あ
り
が
と

う
。
日
本
が
世
界
有
数
の
対
外
純

資
産
を
持
つ
と
い
う
事
実
は
、
財

政
運
営
に
お
い
て
柔
軟
な
判
断
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
協
会
と
し
て
も
、
医
療
や
社

会
保
障
に
重
点
的
な
財
政
投
入
を

求
め
る
政
策
提
言
を
、
今
後
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
く
。

　

水
間
先
生
の
国
際
部
の
活
動
に

つ
い
て
の
ご
報
告
、
大
変
心
強
く

拝
聴
し
た
。
国
際
的
・
地
域
的
な

連
帯
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
医
療

者
が
差
別
や
戦
争
に
加
担
せ
ず
、

命
を
守
る
立
場
か
ら
積
極
的
に
発

信
し
続
け
て
い
く
。

　

川
村
先
生
、
歯
科
部
会
の
ご
活

動
と
方
針
の
ご
報
告
、
あ
り
が
と

う
。
歯
科
部
会
の
組
織
率
が
着
実

に
向
上
し
、
県
内
歯
科
医
療
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
心

強
い
。
歯
科
技
工
士
問
題
は
、
医

科
・
歯
科
を
問
わ
ず
、
医
療
提
供

体
制
全
体
の
質
向
上
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
引
き
続

き
力
を
注
い
で
い
く
。

　

医
科
・
歯
科
が
一
体
と
な
り
、

診
療
報
酬
の
抜
本
的
な
引
き
上
げ

や
一
部
負
担
金
の
引
き
下
げ
、
保

険
適
用
拡
大
を
め
ざ
す
運
動
を
、

患
者
さ
ん
・
国
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

宮
武
先
生
、
組
織
部
の
大
変
意

欲
的
な
ご
活
動
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
。
会
員
数
が
過
去
最
高

を
更
新
し
た
こ
と
は
、
組
織
活
動

の
工
夫
と
皆
さ
ま
の
地
道
な
努
力

の
成
果
で
あ
り
、
協
会
の
信
頼
性

や
魅
力
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る

証
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は

勤
務
医
対
象
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
や
病
院
訪
問
な
ど
、
未
組

織
分
野
へ
の
働
き
か
け
が
さ
ら
に

重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

半
田
先
生
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
30
年
の
集
い
と
書
籍
発
行
に
つ

い
て
の
ご
報
告
、
あ
り
が
と
う
。

災
害
医
療
の
現
場
か
ら
得
ら
れ
た

知
恵
や
教
訓
を
こ
う
し
て
形
に
残

し
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
取

り
組
み
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の

と
感
じ
て
い
る
。

　

清
水
先
生
、
研
究
部
か
ら
の
ご

報
告
あ
り
が
と
う
。
物
価
や
人
件

費
の
急
激
な
高
騰
に
見
合
わ
な
い

診
療
報
酬
は
大
変
切
実
な
課
題

だ
。
期
中
改
定
を
含
む
抜
本
的
な

報
酬
引
き
上
げ
と
不
合
理
是
正

は
、
協
会
と
し
て
最
重
要
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
第
34

回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
の
ご
準

備
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ネ
ッ

ト
社
会
の
危
う
さ
や
健
康
格
差
な

ど
、
多
く
の
知
見
が
共
有
さ
れ
る

場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

理
事
長
再
選
あ
い
さ
つ

理
事
長
再
選
あ
い
さ
つ

協
会
の
二
つ
の
目
的
の
も
と

よ
り
良
い
医
療
実
現
め
ざ
す

西
山　

裕
康 

理
事
長

協
会
・
医
会
・
協
同
組
合　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

竹
田
智
雄
、
北
海

道
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
千

葉
、
東
京
、
東
京
歯
科
、
神
奈
川
、
福
井
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
滋

賀
、
京
都
、
京
都
歯
科
、
大
阪
、
大
阪
歯
科
、
奈
良
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、
山

口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
福
岡
歯
科
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、

大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
、
大
阪
協
同
組
合

議
員
等　

衆
議
院
議
員　

関
芳
弘
・
井
坂
信
彦
・
桜
井
シ
ュ
ウ
・
橋
本
け
い
ご
・

辰
巳
孝
太
郎
・
大
石
あ
き
こ
、
参
議
院
議
員　

末
松
信
介
・
片
山
大
介
・
小
池
晃

・
山
下
芳
生
、
元
参
議
院
議
員　

辻
泰
弘

生
命
保
険
会
社
等　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
社
長　

永
島
英
器
、
日
本
生

命
保
険
相
互
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

朝
日
智
司
、
大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
神

戸
支
社
支
社
長　

木
村
太
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

渡
部

毅
彦
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
神
戸
支
社
支
社
長　

山
内
大
輔

医
療
関
係
団
体　

兵
庫
県
歯
科
医
師
会
会
長　

橋
本
芳
紀
、（
一
社
）
日
本
保
険

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
代
表
理
事　

藤
岡
東
洋
雄

友
好
団
体
・
業
者 

平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
兵
庫
の
会
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
、
兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ

ー
、
兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合
議
長　

成
山
太
志
、
兵
庫
県
商
工
団
体
連
合
会
会

長　

土
谷
洋
男
、
兵
庫
県
農
民
運
動
連
合
会
事
務
局
長　

田
中
眞
一
郎
、
兵
庫
障

害
者
連
絡
協
議
会
、
ひ
ょ
う
ご
聴
障
ネ
ッ
ト
事
務
局
長　

森
井
秀
文
、
兵
庫
県
母

親
大
会
連
絡
会
会
長　

中
村
治
子
、（
株
）
関
西
共
同
印
刷
所
代
表
取
締
役
社
長

　

竹
村
知
洋
、（
株
）
き
か
ん
し
コ
ム
代
表
取
締
役
社
長　

岡
本
一
也

士
業
他　

社
会
保
険
労
務
士　

桂
好
志
郎
、
神
戸
合
同
法
律
事
務
所
弁
護
士　

松

山
秀
樹
・
吉
田
維
一
・
大
田
悠
記
、
あ
い
お
い
法
律
事
務
所

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

兵庫県保険医協会第57回総会決議兵庫県保険医協会第57回総会決議
　医療機関は今、感染症対策費や物価高騰、人件費上昇、エネルギー価格高騰
に加え、医療DX対応の義務化など多重の負担に直面し、存続すら危うい危機
的状況にある。また、マイナンバーカードと一体化した「マイナ保険証」への
移行は、制度不備と国民の不信が強まる中で強行されており、市民の受療権を
著しく脅かしている。
　医療制度そのものの改悪も進められている。昨年には、後発医薬品の使用を
事実上強制する「選定療養費制度」が導入され、先発医薬品を希望する患者に
追加負担を課す仕組みが始まった。医師の臨床判断と患者の選択権を著しく制
限するこの制度は、診療の質を損ないかねないものである。また、高額療養費
制度改悪においても、現在は凍結されているが、今後の方針次第で再浮上する
危険性は極めて高く、低所得者を含めた幅広い層に深刻な影響を及ぼすことが
懸念される。
　政治の腐敗と劣化も深刻である。自民党派閥による裏金事件を受けた処分は
極めて不十分で、国民の批判が強まっている。政府・与党は、政治資金規正法
「改正」をめぐっても、企業・団体献金を温存しようとしており、政権の説明
責任放棄は看過できない。
　2024年の総選挙では、与党が議席を減らす一方、「改革」を掲げる維新の会
や国民民主党が一定の影響力を持つ結果となった。しかし、これらの勢力が推
進する医療政策は、患者負担のさらなる引き上げや公的医療費の抑制を基調と
するものであり、医療の公共性を著しく損なうものである。とりわけ日本維新
の会は、自民党や公明党を巻き込む形で「医療費４兆円削減」を掲げ、その実
現を図ろうとしている。こうした動きは、現場の実態を無視し、必要な医療提
供体制を大幅に後退させるものであり、到底容認できない。さらに、これらの
「野党」は本来のチェック機能を果たすことなく、実質的に与党の補完勢力と
して振る舞い、医療・社会保障の削減路線に追随している。国会の与野党バラ
ンスの変化が、かえって国民の命と暮らしを脅かす政策の加速につながりかね
ないことを、私たちは深く憂慮する。
　こうした中、2025年７月には参議院選挙が予定されている。これは、国民の
命と暮らし、平和と民主主義を守るための重要な機会である。この参議院選挙
において、社会保障や医療の充実を最優先課題とする政党・政治家を選び、命
と暮らしを守る政治の実現に向けた一票を行使することが極めて重要である。
医療・社会保障のさらなる後退を許さず、軍拡や憲法破壊を推し進める政治の
流れを変えるためにも、私たちはこの選挙に強い危機感をもって臨むべきであ
る。患者・市民とともに、真に暮らしを守る政治を実現するための世論と運動
を広げていくことが求められている。
　この間、政府は防衛費を過去最大の9.9兆円に拡大し、敵基地攻撃能力の整
備、米軍との共同作戦体制の強化、武器輸出解禁など、憲法９条を空洞化させ
る動きを急速に進めている。2025年４月の日米首脳会談では、自衛隊の統合作
戦司令部設置をアメリカに「貢献」として差し出し、自衛隊の指揮系統までも
米軍に一体化させる姿勢が明示された。被爆80年を迎える本年、戦争の惨禍を
繰り返さないという誓いに背く動きに、強く抗議するものである。
　私たちは、命と健康を守る医師・歯科医師として、国民の命と生活に責任を
持つ政治の実現をめざし、行動する決意をここに新たにする。

記
一 ．防衛費拡大をやめ、医療・社会保障費を拡大すること。
一 ．国の責任で地域医療構想を見直し、医療提供体制や公衆衛生体制を抜本的
に強化し、医療費抑制政策を転換すること。

一 ．診療報酬、介護報酬の緊急改定を行い、抜本的引上げと不合理是正を行う
こと。

一 ．患者・介護利用者負担増計画をやめ、税・保険料の応能負担を強化するこ
と。

一．保険証廃止を撤回すること。
一 ．保険でより良い歯科医療実現のため、保険適用範囲を拡大し、歯科技術料
を正当に評価するとともに、歯科材料に適正な保険償還価格を設定するこ
と。

一 ．消費税を減税し、インボイス制度を撤回するとともに、医療にはゼロ税率
を導入すること。

一 ．東日本大震災や能登半島地震、台風、豪雨などの被災者に対し、公的保障
を抜本的に強めること。

一 ．再稼働した原発を直ちに停止し、原発ゼロ政策の推進、再生可能エネルギ
ーの拡大を進めること。

一 ．日本国憲法を堅持し、日本国憲法に基づいた政治を実現すること。
 　以上、決議する。
 2025年６月15日　兵庫県保険医協会
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－776－ かがやき糖尿病内分泌クリニック三宮院　院長 岡田　裕子先生講演

最新の糖尿病治療戦略

　本講演では、糖尿病薬物治療の変
遷を軸に、国内外のガイドライン改
訂やデジタルヘルス技術の進歩につ
いて、さらに糖尿病におけるスティ
グマについて解説した。

１． 欧米の糖尿病薬物療法の 
変遷と治療ガイドライン

　この10年のあいだに欧米における
糖尿病治療は、「メトホルミン＋段
階的治療」から「個別化・分岐型戦
略」へと大きくシフトしている。す
なわち動脈硬化性心血管疾患
（ASCVD）、慢性腎臓病（CKD）の
有無、肥満、低血糖リスクなど患者
の背景に応じて治療方針を選択する
分岐型アルゴリズムが採用されてい
る。SGLT２阻害薬やGLP-１受容体
作動薬の心腎保護作用が明らかにな
ったことがこのパラダイムシフトを
後押しした（図１）。さらに近年
「早期併用療法」の有効性が再評価
されており、β細胞機能の保護とい
う観点からも早期の積極治療が推奨
される傾向にある。

２． 日本糖尿病学会による 
治療ガイドラインの特徴

　わが国のガイドラインではまずイ
ンスリン適応の有無を判断し、その
次に目標HbA１cの決定、薬剤の選
択を進める。肥満の有無によりイン
スリン分泌不全もしくはインスリン
抵抗性を想定した薬剤を選択する
が、安全性やAdditional benefit（臓
器保護効果）も考慮するよう記載さ
れている。
　患者の病態・背景に合わせてすべ
ての薬剤を初回治療薬として選択可
能である点は本邦のガイドラインの
特徴である（図２・３）。

３． 実臨床における薬剤選択 
と患者対応

　薬剤選択においては、臨床的特性
のみならず患者の生活背景、経済状
況、価値観などへの配慮が不可欠で
ある。治療薬を開始する際には副作
用の説明方法に留意しつつ、複数の
選択肢を提示するインフォームドチ
ョイスを重視する必要がある。

４． デバイスと 
デジタルヘルスの革新

・持続血糖モニター（CGM）
　CGMデバイスのバージョンアッ
プ（Dexcom G７、FreeStyleリブレ
２、ガーディアンコネクトなど）に
よりデバイスの機能や簡便性、デー
タの正確性がさらに向上しその活用
範囲が拡大している。
　特に低血糖リスクが高い（インス
リン治療や低血糖をきたしうる薬剤
使用）患者、治療変更時、無自覚低
血糖を有する患者において有用であ
る。加えてCGM装着により生活習
慣とグルコース値の変化との関連を
患者が実感し行動変容のきっかけと
なることもよく経験する。その他サ
ポートが必要な高齢者に装着するこ
とで家族や介護者が遠隔でグルコー
スデータを確認して活用することも

とであり、糖尿病に関する誤った知
識や情報が拡散することにより糖尿
病を持つ人が精神的・物理的に困難
な状況に陥ることである。この糖尿
病患者が抱える心理的・社会的負担
は治療中断や受診控えにつながる重
大な因子である（図７）。
　患者の不安や絶望感を煽るような
言葉がスティグマを助長する危険性
があり、われわれが普段なにげなく
使っている言葉により糖尿病につい
ての誤ったイメージを患者や周囲の
人々に植え付けていないか注意する
必要がある（図８）。

おわりに
　糖尿病治療は単に血糖を下げるだ
けでなく患者の病態、併存疾患、さ
らには価値観や生活背景、スティグ
マへの配慮を含む「包括的なケア」
へと進化している。
（４月19日、薬科部研究会より）

や体重などの管理アプリとの連携も
可能であり、すべての生体データを
同じツールで見ることも可能になっ
ている（図５）。また医療機関との
データ共有も可能であり診療に活用
できる。
・インスリンポンプとAID療法
　インスリンポンプの進化は目覚ま
しく、ミニメド780G（メドトロニ
ック社） によるAID（Automated 
Insulin Delivery）療法では、持続血
糖モニターによるグルコ－ス値に基
づき基礎インスリンが自動調整さ
れ、血糖降下が不十分な場合は補正
インスリンも自動で注入され人工す
い臓に近い機能を有する（図６）。
AID療法によりHbA１cの大幅な改善
に加えて、患者の負担感の軽減が期
待できる。

５．糖尿病スティグマ
　スティグマとは「負の烙印」のこ

目標とされる血糖範囲内（通常は70
～180㎎／dL）にある時間の割合を
示しており、この範囲内にある時間
をTime in Range（TIR）、目標より
高 い 血 糖 をTime Above Range
（TAR）、目標より低い血糖をTime 
Below Range（TBR）と定義してい
る。 一般的な目標はTIR＞70％、
TBR＜４％、TAR＜25％とされてい
るが、高齢者などの目標はTIR＞50
％と通常よりも高血糖域が許容され
る一方でTBRの目標は＜１％と低血
糖を避けることが重視されている
（図４）。この指標は糖尿病合併症
の進行とも関連することが現在明ら
かになっている。TIR70％に相当す
るHbA１cはおおむね７％である。
　なお、このCGMに加えて血糖自
己測定機器、インスリン注射のアシ
スト機器なども各種アプリと連携し
ており患者自身がPCやスマートフ
ォンなどで確認できる。さらに血圧

図１　糖尿病治療薬におけるADA/EASDガイドラインの変遷 図２　日本糖尿病学会２型糖尿病に対する薬物療法のアルゴリズム

図３　各血糖降下薬の特徴 図４　CGMにおけるTarget Rangeの臨床目標

図５　各種デバイスとデータ連携アプリ 図６　新たなAID療法：ミニメドTM780GスマートガードTMオートモード

図７　スティグマとは… 図８　スティグマをもたらす言葉
できる。
　近年ではHbA１cだ
けでなくCGMデータ
を活用した評価が国際
的に推奨されるように
なっ てきている。
CGMから得られる血
糖マネジメント指標と
してTarget Range（目
標血糖範囲）が広く用
いられている。これは
CGMで測定されるリ
アルタイムの血糖値が

考慮する項目 DPP-4阻害薬 ビグアノイド薬 SGLT２
阻害薬

スルホニル
尿素（SU）薬

α－グルコシ
ターゼ阻害薬

チアゾリジン
薬

速攻型インスリン分泌
促進薬（グリニド薬）

GLP-1受容体
作動薬 イメグリミン チルゼパチド

血糖降下作用 中 高
（用量依存性あり） 中 高 食後高血糖改善 中

（肥満者では効果大）食後高血糖改善 高 中 高

低血糖リスク
（単剤において） 低 低 低 高 低 低 中 低 低 低

体重への影響 不変 不変～減 減 増 不変 増 増 滅 不変
減　BMI23kg／㎡
未満の患者での有
効性及び安全性は
検討されていない

腎機能
一部の腎排泄
型薬剤では減
量要

腎障害例では
減量要
重篤な腎機能
障害では禁忌

重篤な腎機能
障害では効果
なし

要注意（低血
糖）
重篤な腎機能
障害では禁忌

重篤な腎機能
障害では禁忌

要注意（低血糖）
ナテグリニドは
重篤な腎機能障
害では禁忌

エキセナチド
は重篤な腎機
能障害では禁
忌

e G F R45m l /
min/1.73㎡ 未
満には非推奨

肝機能
ピルダグリプ
チンは重篤な
肝機能障害で
は禁忌

重篤な肝機能
障害では禁忌

重篤な肝機能
障害では禁忌

重篤な肝機能
障害では禁忌 要注意（低血糖）

重度肝機能障
害のある患者
での臨床試験
無し

心血管障害
心筋梗塞など
循環動態不安
定な不安定な
症例では禁忌

重症低血糖の
リスクに特別
な配慮が必要

心不全
一部の薬剤で
は心不全リス
クを高める可
能性あり

禁忌 禁忌

特徴的な副作用 水疱性類天疱瘡
間質性肺炎

消化器症状
乳酸アシドーシス
ビタミンB12欠乏
（長期服用例）

尿路・性器感染症
正常血糖ケトアシ
ドーシス

血球減少
再生不良性貧血

肝機能障害
消化器症状

（特に腹部膨満）

浮腫
骨密度低下

膀胱がんのリスク
（長期服用例）

肝機能障害
消化器症状
急性膵炎
胆石

胆嚢・胆管炎
消化器症状

消化器症状
急性膵炎
胆石

胆嚢・胆管炎

服薬継続率 高
（特に週１回製剤）

中
（消化器症状など）

中
（頻尿・性器感
染症など）

中
（体重増加・低
血糖など）

低
（服用法、消化
器症状など）

中
（浮腫、体重増
加など）

低
（服用法、低血
糖など）

中
（注射、服用法、消
化器症状など）

中
（消化器症状）

中
（消化器症状）

コスト 中 低 中～高 低 中 低 中 高 中 高
効果の持続性 低～中 中 高 低 低 高 高
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処方頻度 大○ 小○

日本糖尿病学会　糖尿病治療ガイド2024

センサ注入セット

トランスミッタ

インスリンポンプ

田中．日本糖尿病教育・看護学会誌．2022;26（1）:85-89．より引用


